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は   じ   め   に 

 

この度は、株式会社ユニテック製 BLQ08WS 形 LONWORKS
○Rネットワークインタフェースユニットをお買い

上げいただきまことにありがとうございました。 

ご使用前に本書をよくお読みいただき、MELSEC-Q シリーズシーケンサの機能・性能を十分ご理解のうえ、正

しくご使用くださるようお願いいたします。 

 

本製品は、三菱電機株式会社の協力の元に開発され、同社のコンフォーマンステストに合格した製品ですが、同

社のMELSECシリーズの製品群ではありません。このため本製品に関しては、三菱電機株式会社や三菱電機シ

ステムサービスをはじめとする営業所、技術相談窓口、技術情報サービスなどではなく、株式会社ユニテックに

お問い合わせいただけますようお願い申し上げます。 

また、三菱電機株式会社にて行ったコンフォーマンステストは、MELSECシリーズやMELSEC 関連商品など

との接続性、信頼性や適合性などのすべてを保証するものではありません。しかがって、本製品をご使用になる

際には、お客様の責任においてシステム全体としての接続性、信頼性や適合性などをご確認ください。 

 

なお、本製品によって生じた機会損失､逸失利益､当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、二次災

害、事故補償、当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する保証については、三菱電機株式会社および株

式会社ユニテックは一切の責任を負いません。 

 

 

 

 

 

 

 

【本製品に対する仕様に関するお断り】 

⚫ 本製品には、LANコネクタがついていますが、コンフィギュレーション機能のためのものであり、MELSEC-Qシリーズ

のEthernetユニットやWebユニットと同等な機能は持ちません。デバイスやバッファメモリへのアクセス機能、Web機

能やFTP機能を必要とされる場合は、MELSEC製品をご利用ください。 

⚫ 本製品のコンフィギュレーション機能とは、MELSEC-QシリーズのGX Configuratorではありません。 

⚫ 本製品の姉妹品としてMELSEC-AnSシリーズ対応のユニットがありますが、バッファメモリのアドレス配置や入出力信

号の割付など、機能以外の制御に関する部分には、互換性がありませんのでご注意ください。 

⚫ 本製品の姉妹品としてMELSEC-Qシリーズ対応のLQIF形LONWORKS
○Rネットワークインタフェースユニットがありま

すが、バッファメモリのアドレス配置や内容など、機能以外の制御に関する部分には、互換性がない部分がありますのでご

注意ください。 

 

 

【商標について】 

⚫ MELSEC、MELSEC-Q、MELSEC-AnS、GX Works、GX Configuratorは、三菱電機株式会社の登録商標です。 

⚫ LONWORKS、LonMakerは、米国およびその他の国々 でのEchelon社の登録商標です。 

本製品のコンフィギュレーション機能(本書における同機能の説明や図柄を含む)で商標表記が正しくない部分があります

が、正しい商標の表現が困難なためであり、商標を侵害する意図は一切ありません。 

⚫ Windows、Windows 10、Microsoft Edgeは、米国およびその他の国々 でのMicrosoft社の登録商標です。 

⚫ GooglaChromeは、Google LLC の商標または登録商標です。 

⚫ その他、各社名・各サービス名・システム名・製品名は、各社・各組織の商標または登録商標です。 
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■ 安全上のご注意 ■ 

(ご使用前に必ずお読みください) 

 

本製品のご使用に際しては、本マニュアルをよくお読みいただくと共に、安全に対して充分に注意を払って、正

しい取扱いをしていただくようお願いいたします。 

なお、この注意事項は、本製品に関するもののみについて記載したものです。シーケンサシステムとしての安全

上の注意に関しては、CPUユニットのマニュアルを参照してください。 

この「安全上のご注意」では、安全注意事項のランクを「危険」、「注意」として区分してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも重要な内容

を記載していますので必ず守ってください。 

 

本マニュアルは必要なときに取り出して読めるよう大切に保管すると共に、必ず最終ユーザまでお届けいただ

くようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【設計上の注意事項】 

◇！ 危険 

⚫ ユニットのバッファメモリの中で、「システムエリア」とするアドレスにデータを書込まないでください。「システムエリ

ア」に対するデータの書込みを行うと、本ユニットまたはシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 

⚫ ユニットへの出力信号の中で、「システム予約(使用不可)」とするY信号をONにしないでください。「システム予約」に対

するデータの書込みを行うと、本ユニットまたはシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 

⚫ ユニットの起動直後よりユニットレディ2信号(X01)がONするまでは、バッファメモリへのアクセスを行わないでくださ

い。正しい値の読出しや書込みができない場合があります。 

⚫ ユニットのQインテリジェント機能ユニットのスイッチ設定は、必ず規定値のみを設定してください。規定値以外の設定

を行うと、ユニットまたはシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 

 

  

◇！ 危険 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性

が想定される場合。 

△！ 注意 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可

能性が想定される場合および物的損傷だけの発生が想定される場合。 
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【取付け上の注意事項】 

△！ 注意 

⚫ シーケンサは、使用されるCPUユニットのマニュアルに記載の一般仕様の環境で使用してください。一般仕様の範囲以外

の環境で使用すると、感電、火災、誤動作、製品の損傷あるいは劣化の原因になります。 

⚫ ユニット下部のユニット装着用レバーを押さえながら、ユニット固定用突起を、ベースユニットの固定穴に確実に挿入して

装着してください。 

⚫ ユニットが正しく装着されていないと、誤動作、故障、落下の原因になります。 

⚫ 振動の多い環境で使用する場合は、ユニットをネジで締め付けてください。 

⚫ ネジの締付けは、規定トルク範囲で行ってください。 

⚫ ネジの締付けがゆるいと、落下、短絡、誤動作の原因になります。 

⚫ ネジを締めすぎると、ネジやユニットの破損による落下、短絡、誤動作の原因になります。 

⚫ ユニットの着脱は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。 

⚫ 全相遮断しないと、製品の損傷の恐れがあります。 

⚫ ユニットの導電部分や電子部品には直接触らないでください。ユニットの誤動作、故障の原因になります。 

 

 

【配線上の注意事項】 

△！ 注意 

⚫ コネクタの配線接続は、メーカ指定の工具で正しく圧着、圧接またはハンダ付けし、コネクタは確実にユニットに取り付け

てください。 

⚫ ユニット内に、切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障、誤動作の原因になります。 

⚫ 配線時にユニット内へ配線クズなどの異物が混入するのを防止するため、ユニット上部に異物混入防止のラベルなどを貼り

付けて作業を行ってください。 

⚫ システム運転時は、放熱のために異物混入防止のラベルなどは必ずはがしてください。 

⚫ ユニットに接続するケーブルは、必ずダクトに納めるか、またはクランプによる固定処理を行ってください。 

⚫ ケーブルをダクトに納めなかった場合や、クランプによる固定処理をしなかった場合、ケーブルのぶらつきや移動、不注意

の引っ張りなどによるユニットやケーブルの破損、ケーブルの接触不良による誤動作の原因となります。 

⚫ ユニットに接続されたケーブルを取り外すときは、ケーブル部分を手に持って引っ張らないでください。 

⚫ コネクタ付きのケーブルは、ユニットの接続部分のコネクタを手で持って取り外してください。 

⚫ ユニットに接続された状態でケーブルを引っ張ると、誤動作またはユニットやケーブルの破損の原因となります。 
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【配線上の注意事項】 

◇！ 危険 

⚫ ユニットへの配線は、製品の定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。 

⚫ 定格と異なった電圧の入力または誤配線をすると、火災、故障の原因になります。 

⚫ 異なる電圧の端子に接続すると誤動作や機器の故障の原因になります。 

 

 

【立上げ・保守時の注意事項】 

△！ 注意 

⚫ ユニットの分解、改造はしないでください。故障、誤動作、ケガ、火災の原因になります。 

⚫ ユニットの着脱は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと、ユニットの故障や誤動作の

原因になります。 

⚫ 通電中に端子に触れないでください。誤動作の原因になります。 

⚫ 清掃、ネジ、ユニット取付けネジの増し締めは、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しない

と、ユニットの故障や誤動作の原因になります。 

⚫ ネジの締付けがゆるいと、落下、短絡、誤動作の原因になります。 

⚫ ネジを締めすぎると、ネジやユニットの破損による落下、短絡、誤動作の原因になります。 

 

 

【廃棄時の注意事項】 

△！ 注意 

⚫ 製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。 
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第1章 概要 
本マニュアルは、MELSEC-Q シリーズの CPU ユニット(以下シーケンサ CPU と略す)と

組み合わせて使用するBLQ08WS形LONWORKS
○Rネットワークインタフェースユニット(以

下 BLQ08WS または本ユニットと略す)の仕様、取扱い、プログラミング方法などについて

説明したものです。 

1.1. 特長 

(1) 2チャンネル装備 

LONWORKSネットワークへ接続できるコネクタを標準で2 個実装しており、2 系列のネッ

トワークと接続することができます。 

 

(2) 送信処理機能、受信処理機能 

バッファメモリに書込んだ値を出力ネットワーク変数として LONWORKS ネットワークへ

送信することができます。また、LONWORKSネットワークから受信された値を、バッファメ

モリから読出すことで入力ネットワーク変数の値を取得することができます。 

 

(3) 定期送受信機能 

ネットワーク変数の値を定期的に送受信することにより、変数の値を最新の状態に保つこ

とができます。 

 

(4) 明示リンク機能 

接続するノードのアドレス(SubNet/NodeID、もしくは NeuronID)と Selecter を設定する

ことでバインドされていないノードに対しアクセスを行い、入力ネットワーク変数の値を取

得したり、出力ネットワーク変数の値を通知したりすることができます。 

 

(5) ノード診断機能 

ノードに対して定期的に診断メッセージを送信し、その結果をバッファメモリより取得す

ることができます。 

 

(6) コンフィギュレーション機能 

本ユニットとパソコンをLAN ケーブルで接続し、パソコンよりWebブラウザを起動するこ

とで、本ユニットの設定やネットワーク変数の参照を行うことができます。 

 

(7) XIF生成/読み込み機能 

コンフィギュレーション機能にて、外部インタフェースファイル)を生成することができます。 

 

(8) バックアップ・リストア機能 

コンフィギュレーション機能にて、LONWORKS ネットワークの構築情報も含めバックアッ

プすることができます。また、バックアップファイルから LONWORKS ネットワークの構築

情報を含め、本ユニットの設定を行うことができます。 

 

(9) ニューロンチップFT5000を実装 

通信性能が向上し、LonMaker (※)デバイスコミッション時のクレジットを消費しません。 

※Turbo SR4以降のバージョン 
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1.2. 外形寸法図 

外形寸法図は次の通りです。単位は(mm)です。 

コネクタ部分は、取り外しができます。 

 

 

(イメージ図中のコネクタ、LED やシルクの位置や大きさは、実物と異なる場合があります) 

 

 

1.3. 付属品 

本製品の付属品は、次の通りです。 

品名 数量 

BLQ08WSネットワークコネクタ(6ピンタイプ) 1個 
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1.4. ご用意いただく物 

本製品のご利用にあたっては、別途、次の物を必要に応じて事前にご用意ください。 

詳細は、「4.1.取扱い上の注意事項」を中心に参照ください。 

品名 数量 用途 

シーケンサCPU 1式 本ユニットの装着 

ユニット取付けネジ 1個 本ユニット装着の際の固定 

異物混入防止のラベル 1式 本ユニットを装着する際の異物混入防止 

LAN ケーブル 1本 コンフィギュレーション機能の使用 

(「5.2.本ユニットとパソコンを接続する」を参

照ください) 
パソコン(Windows) 1台 

LONWORKSネットワーク終端 1式 

LONWORKSネットワークの構築 LonMaker 1式 

ツイストペアケーブル 1式 

 

⚫ シーケンサCPUとは、QCPU・電源・ベースで構成された一式を意味します。またQCPUの設定には、GX Worksやパ

ソコン、ケーブルが必要です。詳しくは三菱電機株式会社の営業部署様、代理店様にご確認ください。 

⚫ LonMakerを使用するためには、パソコンとネットワークを接続するためのインタフェースも必要です。詳しくは

LonMakerの販売店にご確認ください。 

⚫ LONWORKSネットワークのネットワーク構成、および終端抵抗の数など、詳しくはLonMakerの販売店にご確認くださ

い。 
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1.5. MELSEC-Qシリーズ対応BLQ08W形との相違点 

本製品は、MELSEC-Q シリーズ対応のBLQ08W形LONWORKS®ネットワークインタフェ

ースユニットの後継機で、バッファメモリのアドレス配置や機能含め、完全互換のある製品

です。一部、コネクタやLED 配置が異なりますのでご注意ください。 

本ユニットと、MELSEC-Qシリーズ対応BLQ08W形との主な相違点は次の通りです。 

 BLQ08WS(本製品) BLQ08W 

使用ユニットLED数 8点 5点 

LONWORKS用コネクタ 
6ピンタイプコネクタ × 1個(*1) 

耐ノイズ性が向上、脱落防止への対策 
2ピンタイプコネクタ × 2個 

LONWORKS 通信 TX/RX 

LED 
上部LED部分に配置 2ピンタイプコネクタの上下に配置 

SERVICE LED LED 付きサービスピン サービスピン上側に配置 

初期化完了判断 LED RUN点灯(完了前は点滅) INIT.点灯 

ニューロンチップ FT5000 FT3120 

(*1)BLQ08W型の2ピンタイプコネクタをBLQ08WS型に接続することも可能です。 

 

項目 内容 

起動時間 約2/3の時間に短縮 

送信処理性能 約1.3倍(*2) 

受信処理性能 約1.5倍(*2) 

バックアップ・リストア LONWORKSネットワーク構築情報も含め保存および復帰が可能 

通信許可判定オプション 
全体通信許可信号(Y01)の状態に関係なく、LONWORKSネットワークとの送

受信を開始するオプション指定が可能 

IPアドレス バッファメモリより IPアドレス情報の確認が可能 

ファンクションブロック 
セルフドキュメンテーションサイズが4倍になり、ファンクションブロック

登録数拡張 

(*2)接続先ノードに弊社製品(BLQ08WS)を使用しての計測結果です。  
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第2章 システム構成 

2.1. 適用システム 

本ユニットは、下記のシステムに使用できます。 

 

(1) 適用CPUユニット 

Q モードで動作するCPUユニットに使用できます。 

主なQCPU は、次の通りです。 

Q00JCPU、 Q00CPU、 Q01CPU、 Q02CPU   

Q02HCPU、 Q06HCPU、 Q12HCPU、 Q25HCPU   

Q02UCPU、 Q03UDCPU、 Q04UDHCPU、 Q06UDHCPU   

 

(2) 装着可能枚数 

最大9枚まで装着可能です。 

 

(3) 装着スロット 

基本ベースまたは増設ベースのどのスロット位置にでも装着できます。 

ただし、他の装着ユニットとの組み合わせ、装着枚数によっては電源容量の不足が発生する

場合がありますので、装着時には必ず電源容量を考慮してください。 

 

(4) 対応ソフトウェアパッケージ 

本ユニットに対応するソフトウェアパッケージはありません。 

 

2.2. システム構成例図 

以下にシステム構成例を示します。 

 

チャンネル１ チャンネル２

コンフィギュレーション機能用
パソコン

 

シーケンサCPU、ベース上に装着するその他の I/O ユニットやインテリジェント機能ユニットの設定やシー

ケンスプリグロムの作成には、三菱電機製のGX WorksやGX Configurator などが別途必要です。詳しくは

各製品のカタログやマニュアルを参照してください。 
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2.3. LONWORKSノードの接続可能機種 

SNVTを実装している機種であれば接続可能です。 

本ユニットでのSNVTの取り扱いは、Lon Mark Interoperability Guidelines で定められ

るSNVTバージョン13に準拠しています。 

 

  



   
 

 

 13 HM000069 
 

BLQ08WS 

第3章 仕様 

3.1. 一般仕様 

(1) BLQ08WS性能仕様 

項目 内容 

内部消費電流 DC5V  0.48A 

入出力占有点数 32点(I/O割付け：インテリ32点) 

外形寸法 98mm(H)×27.4mm(W)×105mm(D) 

質量 133 g 

 

(2) 使用環境条件 

項目 仕様 備考 

使用周囲温度[℃] 0～55 ― 

使用周囲湿度[%RH] 10～90 結露なきこと 

保存周囲温度[℃] -20～75 ― 

保存周囲湿度[%RH] 10～90 結露なきこと 

耐振動 

準拠規格 JIS B3501、IEC1131-2 

 周波数 加速度 振幅 掃引回数 

断続的な振動

がある場合 

10～57Hz － 0.075mm YZ 方向各 10 回(80

分間)(合計80分間) 57～150Hz 9.8m/s²(1G) － 

連続的な振動

がある場合 

10～57Hz － 0.075mm 
────── 

57～150Hz 9.8m/s²(1G) － 

耐衝撃 JIS B 3502、IEC 61131-2に準拠(147 m/s2{15G}、XYZ 3方向各3回) 

接地 第3種接地 接地不可のときは接地なしでも可 

使用雰囲気 
腐食性ガスがなく、じんあい

がひどくないこと 
― 

冷却方式 自冷 ― 

使用標高 2,000ｍ以下(*3) 

設置場所 制御盤内 

オーバーボルテージ 

カテゴリ(*1) 
Ⅱ以下 

汚染度(*2) 2以下 

(*1)その機器が公衆配電網から構内の機械装置に至るまでのどこの配電部に接続されることを想定

しているかを示す。カテゴリⅡは、固定設備から給電される機器などに適用される。定格300

Ｖまでの機器の耐サージ電圧は、2,500Ｖ。 

(*2)その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す指標。汚染度 2 は、非導電性

の汚染しか発生しない。ただし、たまたまの凝結によって一時的な導電が起こりうる環境。 

(*3)標高 0ｍ付近で発生しうる大気圧以上に加圧した環境下では使用できない。故障する可能性が

ある。 
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(3) LONWORKSネットワーク通信性能仕様 

項目 仕様 

ネットワーク接続形態 ツイストペアケーブル 

チャンネル数 2チャンネル 

通信速度 78kbps 

最大ケーブル長 

(LONWORKS FTT-10A Free Topology Transceiver User’s Guide を参照

してください。) 

フリートポロジー：500m 

バストポロジー：2700m 

最大ノード接続数 126ノード 

(本ユニットを含まず 63 ノード

×2CH) 

※各CHが1セグメント構成時 

 出力ネットワーク変数のバインドが可能なノード接続数 30ノード(15ノード×2CH) 

最大セルフドキュメンテーションサイズ 1024byte 

 

ポイント 最大セルフドキュメンテーションサイズについて 

例)名称   配列要素数    FunctionalProfileNumber 

Default                      25000 

FB_1                        20000 

FB_2            5           21000 

 

  上記の3つを登録した場合、以下のようなファンクションブロック情報を生成します。 

  このサイズが1024を超えるものは登録できません。 

 

    &3.4@25000Default,20000FB_1,21000[5]FB_2 

    つまり40文字で40byte 

 

 

△！ 注意 

⚫ 上記載のツイストペアケーブル以外でも利用可能ですが、同等のものをご利用いただけますようお願いいたします。

なお、ご利用いただくケーブルは、お客様にて十分ご確認の上、ご選択ください。 

 

 

(4) コンフィギュレーション通信性能仕様 

項目 仕様 

ネットワーク接続形態 RJ45 
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3.2. BLQ08WSの機能 

本ユニットが実現する機能を以下に示します。 

名称 概要 

送信処理機能 

 

バッファメモリにある各ネットワーク変数情報 (1000h)の送信制御エリア

(+0)を制御することで、バッファメモリに書込んだ値を出力ネットワーク変数

としてLONWORKSネットワークへ送信することができます。 

送信処理を行うためには、コンフィギュレーション機能によって、ネットワー

ク変数情報を設定してください。 

送信処理は、ユニットレディ 2 信号(X01)が ON、全体通信許可信号(Y01)が

ON の状態で行うことができます。(*1) 

受信処理機能 

バッファメモリにある各ネットワーク変数情報 (1000h)の受信制御エリア

(+0)を制御することで、LONWORKS ネットワークから受信された値を、バ

ッファメモリから取得することができます。 

受信処理には、各ネットワーク変数情報 (1000h)の受信制御エリア(+0)を制御

しなくても受信処理が行える非同期受信指定機能があります。 

受信処理を行うためには、コンフィギュレーション機能によって、ネットワー

ク変数情報を設定してください。 

受信処理は、ユニットレディ 2 信号(X01)が ON、全体通信許可信号(Y01)が

ON の状態で行うことができます。(*1) 

非同期受信指定機能 

各ネットワーク変数情報 (1000h)の受信制御エリア(+0)を制御しなくても受

信処理が行える非同期モードとすることができます。これにより、必要な時に

バッファメモリを読出すことで受信した入力ネットワーク変数の値を取得す

ることができます。 

ただし、一度のアクセスで更新可能なSNVT-Typeに限ります。 

定期送受信機能 

入力ネットワーク変数の場合、明示リンクを指定することで変数の値を定期

的に問い合せて最新の状態に維持することができます。 

また、出力ネットワーク変数の場合、定期的に変数の値を送信し、ネットワー

ク変数の値を最新の状態に維持させることができます。ただし一度送信デー

タが確定した場合に限ります。 

この送信するデータはバッファメモリの値を送信するのではなく、本ユニッ

ト内で管理している内部変数値であるため注意が必要です。 

明示リンク機能 

ノードのアドレス(SubNet/NodeID、もしくは NeuronID)と Selecter を指定

することで、バインドされていないノードに対しアクセスすることができま

す。これにより、入力ネットワーク変数の値を定期的に取得したり、出力ネッ

トワーク変数の値を通知したりすることができます。 

ノード診断機能 

ノード診断では、ノードに対して定期的に診断メッセージを送信し、その結果をバ

ッファメモリのノード診断状態表示エリア(0030h)より取得することができます。 

ノード診断で 1 つでも異常が検出されると、FAIL-LED が点灯し、ノード診断異

常信号(X0E)が ON します。 

ノード診断異常が検出されたあと、すべてのノード異常が検出されなくなると、

FAIL-LED が消灯し、ノード診断異常信号(X0E)が OFF します。 

ノード診断を行うためには、コンフィギュレーション機能によって、診断設定を行っ

てください。 

ノード診断は、ユニットレディ 2 信号(X01)が ON、全体通信許可信号(Y01)が

ON の状態で行われます。(*1) 

コンフィギュレーション機能 

本ユニットとパソコンを LAN ケーブルで接続し、パソコンより Web ブラウザを起

動することで、本ユニットの設定やネットワーク変数の参照を行うことができま

す。 

XIF生成機能 外部インタフェースファイル(XIF)を生成することができます。 
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名称 概要 

バックアップ・リストア機能 

LONWORKSネットワーク構築情報も含めた本ユニットの登録情報をパソコン

上にファイルとして保存することができます。 

また、保存したファイルを使用して、LONWORKSネットワーク構築情報も含

めた登録情報を復帰させることができます。 

通信許可判定オプション 

チェック YDevice がチェック無しの状態でコンフィギュレーション機能か

ら運転停止/再開を行うと、全体通信許可信号(Y01)の状態に関係なく、

LONWORKSネットワークとの送受信を開始します。 

これはシーケンスプログラムが用意されていない状態、またはシーケンスプ

ログラムをSTOPした状態で、コンフィギュレーション機能から運転停止/再

開を行う場合に配慮した機能です。 

シーケンスプログラムとコンフィギュレーション機能との間で、運転停止や

再開の際に連携した処理を行う場合には、チェック YDevice をチェック(=デ

フォルト)してください。 

詳しい本ユニットの挙動と、各信号間との関係は、「第6章 プログラミング」

を参照してください。 

最小送信間隔オプション 

最小送信間隔を指定することで、定周期送受信の集中する送信パケット負荷

を分散することができます。定周期送受信のパケットは、最小送信間隔を空け

て出力されます。通常のシーケンスプログラムからの送信要求は、最小送信間

隔に関係なく、要求があったタイミングで送信出力を行います。 

※バージョン1.1.0以降 

(*1)チェック YDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])をチェック(=デフォルト)した

際の記述です。 
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3.3. Q インテリジェント機能 

主なQインテリジェント機能に対する本ユニットの実装状態を以下に示します。 

名称 対応 概要 

マルチCPU 

システム対応 
○ 

1 台のベースに QCPU を複数台搭載し、マルチ CPU 構成を実現す

るための機能です。 

本ユニットは、マルチCPU構成に対応しています。詳細は、ご利用

になる各QCPU のマニュアルを参照してください。 

インテリジェント機能 

ユニットの 

スイッチ設定 

○ 

GX Worksでソフトウェア的に外部スイッチを実現する機能です。 

本ユニットでの実装詳細は、「4.4.Q インテリジェント機能ユニット

のスイッチ設定」を参照してください。 

エラー情報 ○ 

本ユニットのエラー履歴をGX Worksで参照する機能です。 

本ユニットのエラー履歴は、最大5つまで保持されます。 

エラーコードの詳細は、「7.1.エラーコード一覧」を参照してください。 

H/W情報設定 × 

GX Worksで本ユニットのLEDやスイッチの情報を参照する機能です。 

本ユニットのハードウェア情報は、GX Works上で参照することはで

きません。 

オンライン中 

ユニット交換 
× 

システムを停止することなくユニット交換ができる機能です。 

本ユニットは対応していません。本ユニットの交換は、必ず電源を全

相遮断してから行ってください。 

GX Configurator対応 × 

設定状態や動作状態の確認を容易に行なうための専用ユーティリテ

ィパッケージに対応するための機能です。 

本ユニットは、本ユニット内蔵のコンフィギュレーション機能で設定

を行うことができます。詳細は、「第5章.コンフィギュレーション」

を参照してください。 

インテリジェント 

専用命令 
× 

シーケンスプログラムに本ユニット専用の命令書式を追加する機能で

す。 

本ユニットには、専用命令がありません。 

この他、ここに書かれていないQCPU やGX Works との間で行われるQ シリーズ共通の

機能は、実装されていない場合があります。 
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3.4. シーケンサCPUに対する入出力信号 

3.4.1. 入出力信号一覧 

入出力信号の一覧を以下に示します。 

入出力信号の割付けは、本ユニットを基本ベースユニットの 0 スロットに装着した場合で

示します。 

本ユニット→シーケンサ CPU シーケンサ CPU→本ユニット 
入力 
番号 

信号名称 
出力 
番号 

信号名称 

X00 ユニットレディ Y00 システム予約(使用不可) 

X01 ユニットレディ2 Y01 全体通信許可 

X02 システム予約 Y02 システム予約(使用不可) 

X03 システム予約 Y03 システム予約(使用不可) 

X04 ネットワーク変数受信通知 Y04 システム予約(使用不可) 

X05 システム予約 Y05 システム予約(使用不可) 

X06 システム予約 Y06 システム予約(使用不可) 

X07 システム予約 Y07 システム予約(使用不可) 

X08 システム予約 Y08 システム予約(使用不可) 

X09 システム予約 Y09 システム予約(使用不可) 

X0A システム予約 Y0A システム予約(使用不可) 

X0B システム予約 Y0B システム予約(使用不可) 

X0C システム予約 Y0C システム予約(使用不可) 

X0D システム予約 Y0D システム予約(使用不可) 

X0E ノード診断異常 Y0E システム予約(使用不可) 

X0F エラー発生 Y0F エラー発生クリア要求 

X10 システム予約 Y10 システム予約(使用不可) 

X11 システム予約 Y11 システム予約(使用不可) 

X12 システム予約 Y12 システム予約(使用不可) 

X13 システム予約 Y13 システム予約(使用不可) 

X14 システム予約 Y14 システム予約(使用不可) 

X15 システム予約 Y15 システム予約(使用不可) 

X16 システム予約 Y16 システム予約(使用不可) 

X17 システム予約 Y17 システム予約(使用不可) 

X18 システム予約 Y18 システム予約(使用不可) 

X19 システム予約 Y19 システム予約(使用不可) 

X1A システム予約 Y1A システム予約(使用不可) 

X1B システム予約 Y1B システム予約(使用不可) 

X1C システム予約 Y1C システム予約(使用不可) 

X1D システム予約 Y1D システム予約(使用不可) 

X1E システム予約 Y1E システム予約(使用不可) 

X1F システム予約 Y1F システム予約(使用不可) 

 

◇！ 危険 

⚫ 本ユニットへの出力信号の中で、「システム予約(使用不可)」とするY信号をONにしないでください。「システム予約」に

対するデータの書込みを行うとシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 
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3.4.2. 入力信号の詳細 

入力信号XデバイスのON／OFF動作の詳細を以下に示します。 

X信号は、本ユニットが動作条件に伴い、ON／OFFの制御を行います。 

入力番号 信号名称 状態 動作条件の詳細 

X00 ユニットレディ 
ON ⚫ 本ユニットが準備完了となりQCPUからの認識が可能となった。 

OFF ⚫ 本ユニットが動作していない、またはＷＤＴエラーが発生した。 

X01 ユニットレディ 2 

ON 

⚫ 本ユニットの初期化が完了し、バッファメモリへのアクセスが可能と

なり、本ユニットの機能が使用できる状態となった。 

⚫ または、コンフィギュレーション機能より、「ユニット設定」－「停

止・再開」画面にて「通信再開」が押され、本ユニットがコンフィギ

ュレーション機能より設定変更されない状態となり、QCPU側より制

御できる状態となった。(*1) 

OFF 

⚫ 本ユニットが起動したが初期化が完了しておらず、本ユニットの機能

が使用できる状態となっていない。 

⚫ または、コンフィギュレーション機能より、「ユニット設定」－「停

止・再開」画面にて「一時停止」が押されたため、全体通信許可信号

(Y01)をOFFする必要がある状態となった。(*1) 

X04 
ネットワーク 

変数受信通知 

ON 
⚫ ネットワーク変数情報エリアの受信制御が一つでもON状態となっ

た。 

OFF ⚫ ネットワーク変数情報エリアの受信制御全てがOFF状態となった。 

X0E ノード診断異常 
ON 

⚫ ノード診断機能で、ノード異常が検出された。 

詳細は、｢第3.5.7章ノード診断状態表示｣を参照してください。 

OFF ⚫ ノード診断機能で、ノード異常が検出されていない。 

X0F エラー発生 

ON 

⚫ 本ユニットまたは本ユニットのネットワーク管理において異常が検出

された。 

⚫ 本信号がONすると、バッファメモリのエラーコード(0004h)にエラー

コードが格納され、ERR-LEDが点灯します。 

詳細は、「第7章トラブルシューティング」を参照してください。 

OFF 

⚫ 本ユニットまたは本ユニットのネットワーク管理において異常が検出

されていない。 

⚫ または、エラー発生クリア要求信号(Y0F)のOFF→ONを検出した。 

(*1)チェック YDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])をチェック(=デフォルト)した

際の記述です。 

 

◇！ 危険 

⚫ 本ユニットの起動直後よりユニットレディ2信号(X01)がONするまでは、バッファメモリへのアクセスを行わないでくだ

さい。正しい値の読出しや値の書込みができない場合があります。 
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3.4.3. 出力信号の詳細 

出力信号YデバイスのON／OFF動作の詳細を以下に示します。 

本ユニットは、シーケンスプログラムよりY信号をON／OFFされるのを監視し、本ユニ

ットの制御を行います。 

入力番号 信号名称 状態 動作条件の詳細 

Y01 全体通信許可 

ON 

⚫ LONWORKSネットワークとの送受信を開始します。 

⚫ ユニットレディ2信号(X01)がONしている状態で、本信号をONし

てください。(*1) 

OFF 

⚫ LONWORKSネットワークとの送受信を停止します。 

⚫ ユニットレディ2信号(X01)がOFFになった時は、コンフィギュレー

ション機能による設定変更が要求されているため、本信号をOFFにし

てください。(*1) 

Y0F 
エラー発生 

クリア要求 

ON 

⚫ エラー発生信号(X0F)がONしている状態で本信号をOFF→ONする

ことにより、エラーおよびエラー履歴を消去することができます。 

⚫ エラーが消去されると、バッファメモリのエラーコード(0004H)が0と

なり、ERR-LEDが消灯します。 

OFF 
⚫ エラー発生信号(X0F)がOFFしたのを確認し、本信号をOFFしてく

ださい。 

(*1)チェック YDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])をチェック(=デフォルト)した

際の記述です。 
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3.5. バッファメモリ 

3.5.1. バッファメモリの割付け概要 

バッファメモリの一覧を以下に示します。 

アドレス 項目 内容 
サイズ 
(ワード) 

QCPU 側 
アクセス 

0(0000h) 

～ 

3(0003h) 

バージョン 本ユニットのバージョンを示します。 4 読出し 

4(0004h) エラーコード 

本ユニットが検出したエラーコードが格

納されます。エラーコードの詳細は、「7.1.

エラーコード一覧」を参照してください。 

1 読出し 

5(0005h) 

～ 

31(001Fh) 

システムエリア ― ― 禁止 

32(0020h) 

～ 

35(0023h) 

IPアドレス 
コンフィギュレーション機能アクセス用

IPアドレスが格納されます。 
4 読出し 

36(0024h) 

～ 

47(002Fh) 

システムエリア ― ― 禁止 

48(0030h) 

～ 

55(0037h) 

ノード診断状態表示 
ビット毎にノードの状態を示します。 

1ビット × 63台 × 2CH 
8 読出し 

56 

(0038h) 

～ 

4095 

(0FFFh) 

システムエリア ― ―  

4096 

(1000h) 

～ 

32767 

(7FFFh) 

ネットワーク変数情報 

「送信指定」「受信制御」「ネットワーク変

数値」の項目を1つのブロックとしてネッ

トワーク変数を管理します。 

28,672 

(7000h) 

読出し 

書込み 

 

◇！ 危険 

⚫ 本ユニットのバッファメモリの中で、「システムエリア」とするアドレスにデータを書き込まないでください。「システムエ

リア」に対するデータの書込みを行うとシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 
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3.5.2. バージョン 

バッファメモリのバージョンエリア(0000h)の詳細は次の通りです。 

アドレス 項目 内容 
QCPU

側 

0000h 

～ 

0003h 

バージョン情報 
⚫ 本ユニットのバージョンが格納されます。 

 
読出し 

本ユニットのサポートをお受けになる際には、バージョンをお知らせいただくと対応が早

くなる場合があります。本ユニットのご利用時には、ユニット毎のバージョンを控えられま

すことをお勧めいたします。 

 

3.5.3. エラーコード 

バッファメモリのエラーコードエリア(0004h)の詳細は次の通りです。 

アドレス 項目 内容 
QCPU

側 

0004h エラーコード 

⚫ 本ユニットが検出した最新のエラーコードが格納されます。 

⚫ 本エリアにエラーコードが格納されると、エラー発生信号

(X0F)がONし、ERR-LEDが点灯します。 

⚫ エラーコードの詳細は、「7.1.エラーコード一覧」を参照してく

ださい。 

⚫ エラーが発生していない場合は、0が格納されます。 

⚫ 本エリアのエラーコードは、エラー発生クリア要求(Y0F)を

ONすることで0となります。 

読出し 

 

3.5.4. IPアドレス 

バッファメモリの IPアドレスエリア(0020h)の詳細は次の通りです。 

アドレス 項目 内容 
QCPU

側 

0020h 

～ 

0023h 

IP アドレス 
⚫ コンフィギュレーション機能アクセス用IPアドレスが格納さ

れます。 
読出し 

コンフィギュレーション機能アクセス用 IPアドレスを忘れてしまった場合、この領域情報

で確認することができます。 
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3.5.5. ノード診断状態表示 

バッファメモリのノード診断状態表示エリア(0030h)の詳細は次の通りです。 

アドレス 項目 内容 
QCPU

側 

0030h 

～ 

0037h 

ノード診断状態表示 

⚫ ビット毎にノード番号が下表のように割り当てられています。 

⚫ 各ビットでノードとのアクセス状態を示します。 

0：正常、またはノード診断状態未確認 

1：異常 

⚫ コンフィギュレーション機能で、ノード状態を確認するノード

を選択し設定することができます。 

読出し 

 

(1) ビットに対するノード番号 

各アドレスのビットに対するノード番号は、次の通りです。 

アドレス0033hおよび0037h のbit15は、0固定です。 

アドレス チャンネル 

ビットに対するノード番号 
bi
t 
F 

bi
t 
E 

bi
t 
D 

bi
t 
C 

bi
t 
B 

bi
t 
A 

bi
t 
9 

bi
t 
8 

bi
t 
7 

bi
t 
6 

bi
t 
5 

bi
t 
4 

bi
t 
3 

bi
t 
2 

bi
t 
1 

bi
t 
0 

0030h 

1CH 

1

5 

1

4 

1

3 

1

2 
11 

1

0 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0031h 
3

1 

3

0 

2

9 

2

8 

2

7 

2

6 

2

5 

2

4 

2

3 

2

2 

2

1 

2

0 

1

9 

1

8 

1

7 

1

6 

0032h 
4

7 

4

6 

4

5 

4

4 

4

3 

4

2 

4

1 

4

0 

3

9 

3

8 

3

7 

3

6 

3

5 

3

4 

3

3 

3

2 

0033h - 
6

2 

6

1 

6

0 

5

9 

5

8 

5

7 

5

6 

5

5 

5

4 

5

3 

5

2 

5

1 

5

0 

4

9 

4

8 

0034h 

2CH 

1

5 

1

4 

1

3 

1

2 
11 

1

0 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0035h 
3

1 

3

0 

2

9 

2

8 

2

7 

2

6 

2

5 

2

4 

2

3 

2

2 

2

1 

2

0 

1

9 

1

8 

1

7 

1

6 

0036h 
4

7 

4

6 

4

5 

4

4 

4

3 

4

2 

4

1 

4

0 

3

9 

3

8 

3

7 

3

6 

3

5 

3

4 

3

3 

3

2 

0037h - 
6

2 

6

1 

6

0 

5

9 

5

8 

5

7 

5

6 

5

5 

5

4 

5

3 

5

2 

5

1 

5

0 

4

9 

4

8 

 

ポイント ノード番号について 

ノード番号とは、本ユニットのコンフィギュレーション機能で設定される番号のことで

あり、LonMakerによるノード IDではありません。 

 

ポイント ノード接続異常 

通信異常となったノードは、コンフィギュレーション機能のメッセージログでも確認す

ることができます。 
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3.5.6. ネットワーク変数情報の1ブロックの構造 

ネットワーク変数情報エリア(1000h)には、全ブロックの最大サイズが最大 28,672 ワード

となるまで、ネットワーク変数を設定することができます。 

バッファメモリのネットワーク変数情報エリア(1000h)の1ブロックあたりの詳細は次の通

りです。 

 

(1) 出力ネットワーク変数の時のネットワーク変数情報 

相対 
アドレス 

項目 内容 
QCPU

側 

+0 送信制御 

0 ⚫ 起動による初期化完了のとき。 読出し 

1 
⚫ ネットワーク変数をLONWORKSネットワークへ送信

します。 

読出し 

書込み 

2 
⚫ ネットワーク変数をLONWORKSネットワークへ送信

している。 
読出し 

3 
⚫ ネットワーク変数をLONWORKSネットワークへ送信

し終え、正常終了した。 
読出し 

4 

⚫ ネットワーク変数をLONWORKSネットワークへ送信

したが、異常終了した。(バインドまたは明示リンク先

への送信が失敗) 

読出し 

 

0
(初期状態)

1
(送信要求中)

2
(送信中)

3
(送信完了)

4
(送信エラー)

書込み

書込み 書込み

 
 

+1 定周期送受信状態 

0： 正常状態 読

出

し 
1： 通信異常 

+2 

～ 
ネットワーク変数値 

⚫ ネットワーク変数の値を書き込んでください。 

⚫ 送信制御エリア(+0)の値を1にすることで、このネットワーク

変数をLONWORKSネットワークへ送信します。 

読出し 

書込み 

 

 

ポイント 相対アドレスについて 

相対アドレスとは、決まったアドレスではないことを意味します。ここで示す相対アド

レスとは、ネットワーク変数情報エリア(1000h)を先頭とし、複数個の入出力ネットワー

ク変数のブロックが並ぶこととなりますが、その各ブロックの先頭を意味しています。 
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(2) 入力ネットワーク変数の時のネットワーク変数情報 

相対 
アドレス 

項目 内容 
QCPU

側 

+0 受信制御 

0： 

⚫ 起動による初期化完了のとき。 

⚫ ネットワーク変数の受信がないとき。 
読出し 

⚫ ネットワーク変数の読出しを行ったとき。 

⚫ 同期モードでは、次の受信を受け付けたいとき。 
書込み 

1：  ⚫ ネットワーク変数の受信があったとき。 書込み 

0
(受信なし)

1
(受信あり)

書込み

 

+1 定周期送受信状態 
0： 正常状態 

読出し 
1： 通信異常 

+2 

～ 
ネットワーク変数値 

⚫ ネットワーク変数のデータを受信したとき、ネットワーク変数

の値が格納されます。 
読出し 

 

(3) ネットワーク変数値の詳細 

ネットワーク変数値エリア(+2)のサイズは、ネットワーク変数のタイプにより異なります。 

ネットワーク変数のタイプとサイズについては、「3.5.7.ネットワーク変数情報の格納形式」

を参照してください。 

ブロック内でネットワーク変数のサイズを超えるエリアには、0が格納されます。またこの

エリアには、0以外の値を書込まないでください。 

全てのネットワーク変数情報のサイズが 3 ワードの場合、ネットワーク変数を最大 8,192

個まで取り扱うことができます(1チャンネルあたりは、最大4,096個まで)。 

ネットワーク変数値エリア(+2)の格納形式については、「3.5.7ネットワーク変数情報の格納

形式」を参照してください。 

1ワードを超えるネットワーク変数を取り扱う場合は、泣き別れが発生し、ネットワーク変

数が一時的に異常値となる可能性がありますので、コンフィギュレーション機能で同期モー

ドを選択してください。 

 

 

ポイント 泣き別れについて 

本ユニットは、原則的にすべてのデータを16ビット単位で取り扱っています。このた

め 16 ビットを超えるデータを取り扱おうとすると、16 ビットのデータを複数回にわけ

て処理することになります。 

この時、シーケンサQCPU と本ユニットおよび LONWORKSネットワークとの送受信

のタイミングによって、複数回にわけられた処理が一度に処理されず、時間軸の異なる

状態でデータを処理してしまうことがあります。これを泣き別れといいます。これを防

止するため本ユニットでは、シーケンサ QCPU と本ユニット間においてタイミング取

りを行って制御を行います。 

本ユニットには、受信処理に限ってこのタイミング取りを行わないように非同期受信指

定を行なう機能があります。 
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【例】 

(設定内容) 

1番目のネットワーク変数値：出力・SNVT_obj_request／4ワード 

2番目のネットワーク変数値：出力・SNVT_obj_status／5ワード 

3番目のネットワーク変数値：入力・SNVT_valve_mode／3ワード 

4番目のネットワーク変数値：入力・SNVT_switch／3ワード 

 

(ネットワーク変数情報) 

SNVT_obj_requestの送信制御

SNVT_obj_requestの定周期送受信状態

SNVT_obj_requestのネットワーク変数

SNVT_obj_statusの送信制御

SNVT_obj_statusの定周期送受信状態

SNVT_obj_statusのネットワーク変数

SNVT_valve_modeの送信制御

SNVT_valve_modeの定周期送受信状態

ネットワーク変数

SNVT_switchの送信制御

SNVT_switchの定周期送受信状態

SNVT_switchのネットワーク変数

1000 

1001 

1002 

1003 

1004 

1005 

1006 

1007 

1008 

1009 

100A 

100B 

100C 

100D 

100E 

100F 

1010 

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 番目の
ネットワーク変数値

 番目の
ネットワーク変数値

 番目の
ネットワーク変数値

 番目の
ネットワーク変数値

7FFFh

:
:
:

:
:
:

 

 

ポイント ネットワーク変数情報ブロックの配置 

ネットワーク変数情報ブロックは、ネットワーク変数情報エリア(1000h)内の任意の番

地に配置することができます。ただしGX-Worksでの表示を考慮すると2の倍数番地が

先頭となるようにすることを推奨します。 

ネットワーク変数情報エリア(1000h)内であれば、どこでも配置することができますの

で、変数の種別毎・入出力毎・変数の用途毎など自由にまとめることができます。 

ブロックが重なる設定はできませんので、ブロックが重なる設定を行うとコンフィギュ

レーション機能がエラーメッセージとして教えてくれます。 
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3.5.7. ネットワーク変数情報の格納形式 

 

(1) SNVT_abs_humid 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(2) SNVT_address 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(3) SNVT_alarm 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Location[1] Location[0]  

+3 Location[3] Location[2]  

+4 Location[5] Location[4]  

+5 ObjectID  

+6 PriorityLevel AlarmType  

+7 IndexOfNV  

+8 Value(Bit15-0)  

+9 Value(Bit31-16)  

+10 Year  

+11 Day Month  

+12 Minute Hour  

+13  Second  

+14 Millisecond  

+15 AlarmLimit(Bit15-0)  

+16 AlarmLimit (Bit31-16)  

 

(4) SNVT_alarm_2 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 PriorityLevel AlarmType  

+3 AlarmTime(Bit15-0)  

+4 AlarmTime (Bit31-16)  

+5 Millisecond  

+6  SequneceNumber  

+7 Description[1] Description[0]  

+8 Description[3] Description[2]  

+9 Description[5] Description[4]  

+10 Description[7] Description[6]  

+11 Description[9] Description[8]  

+12 Description[11] Description[10]  

+13 Description[13] Description[12]  

+14 Description[15] Description[14]  

+15 Description[17] Description[16]  

+16 Description[19] Description[18]  

+17 Description[21] Description[20]  
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(5) SNVT_amp 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(6) SNVT_amp_ac 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(7) SNVT_amp_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(8) SNVT_amp_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 備考 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(9) SNVT_angle 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(10) SNVT_angle_deg 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(11) SNVT_angle_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  
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(12) SNVT_angle_vel 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(13) SNVT_angle_vel_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(14) SNVT_area 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(15) SNVT_btu_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(16) SNVT_btu_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(17) SNVT_btu_mega 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(18) SNVT_char_ascii 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 符号なし整数  
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(19) SNVT_chlr_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 chlr_op_mode chlr_run_mode  

+3  

A
la

rm
F

la
g
 

ru
n

 en
a
b
led

 

loca
l 

lim
ited

 

ch
w

_flow
 

con
d
w

_flow
 

  

 

 

(20) SNVT_clothes_w_a 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

P
ow

erF
a
ilu

re 

O
p
en

D
ra

in
 

E
x
ecu

tion
F

a
ilu

re 

D
oorL

ock
ed

 

S
erv

ice 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
esetO

fA
la

rm
 

W
a
terS

u
p
p
ly

 

D
ra

in
S

low
 

D
oorN

otC
losed

 

U
n

b
a
la

n
ced

L
oa

d
W

a
rn

in
g
 

F
ilterC

lea
n

in
g
W

a
rn

in
g
 

H
osesR

ev
ersed

 

L
ow

V
olta

g
e 

 

+3 

D
ry

erT
h

erm
istorE

rror 

D
ry

O
v
erh

ea
tE

rror 

D
ry

H
ea

tfa
ilu

reE
rror 

D
ry

F
a
n

E
rror 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

S
ta

lled
M

otor 

W
a
terT

em
p
a
ra

tu
reE

rror 

P
ressu

reS
en

sorE
rror 

O
v
erF

low
E

rror 

W
a
terH

ea
terE

rror 

W
a
terL

ea
k
E

rror 

M
otorS

p
eed

E
rror 

W
a
sh

erT
h

erm
istorE

rror 

 

+4 ManufacturerCode Reserved  
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(21) SNVT_clothes_w_c 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 SubCycle Cycle  

+3 

P
ow

erO
n

 

R
u

n
M

od
e 

      

Reserved 

 

+4 WashLoadLevel Program  

+5 WashingTime WaterTemparature  

+6 RinseTemparature Prewash  

+7 RinseOption RinseCount  

+8 SpinSpeed  

+9 SpinHold SpinTime  

+10 DryDurationTime DryTemparature  

+11  DryDurationDryness  

+12 TimeRemaining  

 

(22) SNVT_clothes_w_m 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

 

D
oorA

ja
r 

D
ra

in
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(23) SNVT_clothes_w_s 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 CurentSubCycle CurrentCycle  

+3  Cycle  

+4 

P
ow

erO
n

 

S
u

b
C

y
cle 

      

Reserved 

 

+5 WashLoadLevel RunMode  

+6 WashingTime WaterTemparature  

+7 RinseTemparature Prewash  

+8 RinseOption RinseCount  

+9 SpinSpeed  

+10 SpinHold SpinTime  

+11 DryDurationTime DryTemparature  

+12  DryDurationDryness  

+13 Remaining_Time  

+14 RemainingTime  

+15 

P
ow

erF
a
ilu

re 

O
p
en

D
ra

in
 

E
x
ecu

tion
F

a
ilu

re 

D
oorL

ock
ed

 

S
erv

ice 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
esetO

fA
la

rm
 

W
a
terS

u
p
p
ly

 

D
ra

in
S

low
 

D
oorO

p
en

 

U
n

b
a
la

n
ced

L
oa

d
W

a
rn

in
g
 

F
ilterC

lea
n

in
g
W

a
rn

in
g
 

H
osesreserv

ed
 

L
ow

V
olta

g
e 

 

+16 

D
ry

erT
h

erm
isterE

rror 

D
 ry

erO
v
erH

ea
tE

rror 

D
ry

erH
ea

tF
a
ilu

reE
rror 

D
ry

F
a
n

E
rror 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

R
eserv

ed
 

S
ta

lled
M

otor 

W
a
terT

em
p
a
ra

tu
reE

rror 

P
ressu

reS
en

sorE
rror 

O
v
erF

low
E

rror 

W
a
terH

ea
terE

rror 

W
a
terL

ea
k
E

rror 

M
otorS

p
eed

E
rror 

W
a
sh

erT
h

erm
isterE

rror 

 

+17 ManufacturerCode Reserved  
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(24) SNVT_color 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Lightness  

+3 Redness/Greeness 符号付き 16Bit 整数  

+4 Yelloｗness/Blueness 符号付き 16Bit 整数  

 

(25) SNVT_config_src 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(26) SNVT_count 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(27) SNVT_count_32 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 符号なし整数(Bit15-0)  

+3 32Bit 符号なし整数(Bit31-16)  

 

(28) SNVT_count_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(29) SNVT_count_inc 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(30) SNVT_count_inc_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  
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(31) SNVT_ctrl_req 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ReceiverID  

+3 SendorID  

+4  SendorPriority  

 

(32) SNVT_ctrl_resp 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Status  

+3 SendorID  

+3 SendorRangeLowerID  

+4 SendorRangeUpperID  

+5 ControllerID  

 

(33) SNVT_currency 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Magnitude CurrencyCode  

+3 Value 32Bit 符号なし整数(Bit15-0)  

+4 Value 32Bit 符号なし整数(Bit31-16)  

 

(34) SNVT_date_day 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(35) SNVT_date_event 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 DaysToActive  

+3 DaysToInactive  

+4 ScheduleName[1] ScheduleName[0]  

+5 ScheduleName[3] ScheduleName[2]  

+6 ScheduleName[5] ScheduleName[4]  

+7 ScheduleName[7] ScheduleName[6]  

+8 ScheduleName[9] ScheduleName[8]  

+9 ScheduleName[11] ScheduleName[10]  

+10 ScheduleName[13] ScheduleName[12]  

+11 ScheduleName[15] ScheduleName[14]  

+12 ScheduleName[17] ScheduleName[16]  

+13 ScheduleName[19] ScheduleName[18]  

+14 ScheduleName[21] ScheduleName[20]  

 

  



   
 

 

 35 HM000069 
 

BLQ08WS 

(36) SNVT_defr_mode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 空き 8Bit 列挙値  

 

(37) SNVT_defr_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 空き 8Bit 列挙値  

 

(38) SNVT_defr_term 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(39) SNVT_density 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(40) SNVT_density_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(41) SNVT_dev_c_mode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(42) SNVT_dev_fault 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltL
ow

V
olta

g
e 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltH
ig

h
V

olta
g
e 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltP
ow

erP
h

a
se 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltN
oF

lu
id

 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltL
ow

P
ressu

re 

S
u

p
p
ly

F
a
u

ltH
ig

h
P

ressu
re 

  

DeviceSelect 

 

+3 

 

D
ev

iceF
a
u

lt 

M
otorT

em
p
 

D
ev

iceF
a
u

lt 

M
otorF

a
ta

lF
a
ilu

re 

D
ev

iceF
a
u

lt 

P
u

m
p
B

lock
ed

 

D
ev

iceF
a
u

lt 

E
lectron

icsT
em

p
 

D
ev

iceF
a
u

lt 

E
lectron

icsF
a
ilu

re 

D
ev

iceF
a
u

lt 

E
lectron

icsF
a
ta

lF
a
ilu

re 

D
ev

iceF
a
u

lt 

S
en

sorF
a
ilu

re 

 

 

 

(43) SNVT_dev_maint 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

S
erv

iceR
eq

u
ired

 

C
h

a
n

g
eB

ea
rin

g
s 

L
u

b
rica

teB
ea

rin
g
s 

C
h

a
n

g
eS

h
a
ftS

ea
l 

    

DeviceSelect 

 

+3 Reserved  
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(44) SNVT_dev_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

D
ev

iceF
a
u

lt 

S
u

p
p
ly

F
a
u

lt 

 

L
ow

S
p
eed

L
im

itO
fP

u
m

p
 

H
ig

h
S

p
eed

L
im

itO
fP

u
m

p
 

 

S
etP

oin
tO

u
tifR

a
n

g
e 

 

DeviceSelect 

 

+3 

 

L
oca

lly
 C

on
trol led

P
u

m
p
 

 

R
u

n
n

in
g
P

u
m

p
 

 

R
em

oteP
ressu

reS
en

sor 

R
em

oteF
low

S
en

sor 

R
em

ote 

T
em

p
a
ra

tu
reS

en
sor 

 

 

 

(45) SNVT_earth_pos 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 LatitudeDegrees 

L
a
titu

d
eD

irection
 

L
on

g
itu

d
eD

irection
 

      

 

+3 LatitudeMinutes  

+4  LongitudeDegrees  

+5 LongitudeMinutes  

+6 HeightAboveSea 32Bit 実数(Bit15-0)  

+7 HeightAboveSea 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(46) SNVT_elapsed_tm 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Days  

+3 Minutes Hours  

+4  Seconds  

+5 Milliseconds  
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(47) SNVT_elec_kwh 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(48) SNVT_elec_kwh_l 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 符号付き整数(Bit15-0)  

+3 32Bit 符号付き整数(Bit31-16)  

 

(49) SNVT_elec_whr 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(50) SNVT_elec_whr_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(51) SNVT_ent_opmode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(52) SNVT_ent_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(53) SNVT_ent_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

O
p
en

A
la

rm
S

ta
te 

S
erv

iceA
la

rm
 

T
a
m

p
erM

od
e 

E
n
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R

eq
u
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d
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g
 

E
x
irR

eq
u
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en

d
in

g
 

K
ey

R
eq

u
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d
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g
 

S
a
fety

E
x
itR

eq
u
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en

d
in

g
 

E
m

erg
en

cy
 

E
x
itR

eq
u

estP
en

d
in

g
 

U
n

lock
ed

 

L
ock

ed
 

S
ecu

rity
L

ock
ed

 

C
losed

 

O
p
en

 

In
A

la
rm

S
ta

te 

In
E

rrorC
on

d
ition

 

O
p
en

P
reA

la
rm

 

 

+3 

D
ev

iceS
top

p
ed

 

S
a
fety

A
la

rm
 

U
n

k
n

ow
n

S
ta

te 

     

U
n

a
b
leT

oL
ock

 

U
n

a
b
leT

oU
n

lock
 

S
tu

ck
 

F
orced

O
p
en

 

F
orced

C
lose 

D
ev

iceIsO
p
en

in
g
 

D
ev

iceIsC
losin

g
 

D
ev

iceIsIn
M

otion
 

 

+4  CommandFeedback  

 

(54) SNVT_enthalpy 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(55) SNVT_evap_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(56) SNVT_ex_Control 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Control Status  

+3 DomainID [1] DomainID[0]  

+4 DomainID [3] DomainID [2]  

+4 DomainID [5] DomainID [4]  

+5 Subnet DomainLength  

+6  Node  
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(57) SNVT_file_pos 

 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ReadWritePointer 32Bit 符号付き整数(Bit15-0)  

+3 ReadWritePointer 32Bit 符号付き整数(Bit31-16)  

+4 ReadWriteLength  

 

(58) SNVT_file_req 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Request  

+3 Index  

+4 ReceiveTimeout  

S
u

b
n

et/N
od

e 

+5 

D
om

a
in

In
d
ex

 

NodeID 
Type1 

この値は 1 である。 

 

+6  
Transaction 

Timer 
 RetryCount 

 

+7  Subnet  

G
rou

p
 

+5 

D
om

a
in

In
d
ex

 

 

T
y
p
e2

=
1
 

GroupSize 

 

+6  
Transaction 

Timer 
 RetryCount 

 

+7  Group  

+8 PriorityOn Authentication on  

 

＋4、＋5、＋6が2つあるのはSNVTがunion構造になっているからである。Type1が1の場合はSubnet/Node

であり、Type2が1の場合はGroup となる。 

Requestは下記に示す。 

Value ID 内容 

-1 (0xFF)  FR_NUL  Invalid Value  

0  FR_OPEN_TO_SEND  Sequential access read  

1  FR_OPEN_TO_RECEIVE  Sequential access write  

2  FR_CLOSE_FILE  Close and save file  

3  FR_CLOSE_DELETE_FILE  Close and delete file  

4  FR_DIRECTORY_LOOKUP  Retrieve directory entry  

5  FR_OPEN_TO_SEND_RA  Random access read  

6  FR_OPEN_TO_RECEIVE_RA  Random access write  

 

  



   
 

 

 41 HM000069 
 

BLQ08WS 

(59) SNVT_file_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Status  

+3 NumberOfFiles  

+4 SelectedFile  

D
escrip

tor 

+5 FileInfo [1] FileInfo[0]  

+6 FileInfo [3] FileInfo [2]  

+7 FileInfo [5] FileInfo [4]  

+8 FileInfo [7] FileInfo [6]  

+9 FileInfo [9] FileInfo [8]  

+10 FileInfo [11] FileInfo [10]  

+11 FileInfo [13] FileInfo [12]  

+12 FileInfo [15] FileInfo [14]  

+13 Size(Bit15-0)  

+14 Size(Bit31-16)  

+15 Type  

A
d
d
ress 

+5 DomainID [1] DomainID[0]  

+6 DomainID [3] DomainID [2]  

+7 DomainID [5] DomainID [4]  

+8 Subnet DomainLength  

+9  Node  

+10    

+11    

+12    

+13    

+14    

+15    

 

(60) SNVT_fire_indcte 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(61) SNVT_fire_init 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(62) SNVT_fire_test 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(63) SNVT_flow 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(64) SNVT_flow_dir 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(65) SNVT_flow_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(66) SNVT_flow_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(67) SNVT_flow_p 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(68) SNVT_freq_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(69) SNVT_freq_hz 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  
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(70) SNVT_freq_kilohz 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(71) SNVT_freq_milhz 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(72) SNVT_gfci_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(73) SNVT_grammage 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(74) SNVT_grammage_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(75) SNVT_hvac_emerg 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(76) SNVT_hvac_mode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(77) SNVT_hvac_overid 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  State  

+3 Percent  

+4 Flow  

 

(78) SNVT_hvac_satsts 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 
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(79) SNVT_hvac_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Mode  

+3 PrimaryHeatOutput  

+4 SecondaryHeatOutput  

+5 CoolingOutput  

+6 EconomizerOutput  

+7 FanOutput  

+8  InAlarmState  

 

(80) SNVT_hvac_type 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(81) SNVT_length 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  
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(82) SNVT_length_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(83) SNVT_length_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(84) SNVT_length_micr 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(85) SNVT_length_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(86) SNVT_lev_cont 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 符号なし整数  

 

(87) SNVT_lev_cont_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(88) SNVT_lev_disc 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(89) SNVT_lev_percent 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(90) SNVT_lux 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(91) SNVT_magcard 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Digit4 Digit3 Digit2 Digit1  

+3 Digit8 Digit7 Digit6 Digit5  

+4 Digit12 Digit11 Digit10 Digit9  

+5 Digit16 Digit15 Digit14 Digit13  

+6 Digit20 Digit19 Digit18 Digit17  

+7 Digit24 Digit23 Digit22 Digit21  

+8 Digit28 Digit27 Digit26 Digit25  

+9 Digit32 Digit31 Digit30 Digit29  

+10 Digit36 Digit35 Digit34 Digit33  

+11 Digit40 Digit39 Digit38 Digit37  

Digit位置が変換されていることに注意してください。 

 

(92) SNVT_mass 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(93) SNVT_mass_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(94) SNVT_mass_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  
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(95) SNVT_mass_mega 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(96) SNVT_mass_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(97) SNVT_motor_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(98) SNVT_muldiv 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Multiplier  

+3 Divisor  

 

(99) SNVT_multiplier 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(100) SNVT_nv_type 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ProgramID [1] ProgramID[0]  

+3 ProgramID [3] ProgramID [2]  

+4 ProgramID [5] ProgramID [4]  

+5 ProgramID [7] ProgramID [6]  

+6  Scope  

+7 TYpeIndex  

+8 TypeLength TypeCategory  

+9 ScalingMultiplier  

+10 ScalingExponent  

+11 ScalingOffset  
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(101) SNVT_obj_request 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ObjectID  

+3  ObjectRequest  

 

(102) SNVT_obj_status 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ObjectID  

+3 
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In
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ID
 

In
a
v
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R
eq
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F
eed
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+4 Reserved 

M
a
n

u
a
l C

on
trol 

In
A

la
rm

 

IO
v
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e 

R
ep

ortM
a
sk

 

P
rog
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in

g
M
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e 

P
rog
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m

m
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g
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A
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b
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O
b
jectID

 

 

 

(103) SNVT_occupancy 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  

 

(104) SNVT_override 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(105) SNVT_ph 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(106) SNVT_ph_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(107) SNVT_pos_ctrl 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ReceiverID  

+3 ControllerID  

+4 Function P ControllerPriority  

+5  Action  

+6 Number   

+6 PanPosition  

+7 TiltPosition  

+8 ZoomPosition  

 

(108) SNVT_power 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(109) SNVT_power_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(110) SNVT_power_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  
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(111) SNVT_ppm 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(112) SNVT_ppm_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(113) SNVT_preset 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  Learn  

+3 Selector  

+4 Value[1] Value[0]  

+5 Value[3] Value[2]  

+6 Days  

+7 Minutes Hours  

+8  Seconds  

+9 Milliseconds  

 

(114) SNVT_press 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(115) SNVT_press_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(116) SNVT_press_p 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  
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(117) SNVT_privacyzone 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ZoneNumber Action  

+3 CameraID  

 

(118) SNVT_ptz 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 PanSpeed PanDirection  

+3 TiltSpeed TiltDirection  

+4 ZoomSpeed ZoomDirection  

 

(119) SNVT_pump_sensor 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 RotationalSpeed  

+3 BodyTemparature  

+4 MotorExternalTemparature  

+5 MotorInternalTemparature  

+6 OilLevelLow MotorOverLoaded  

+7  PhaseImbalanceDetected  

+8 CurrentUsage  

+9 PowerUsage  

+10 ElectroMagneticBreakActive Temparature Control  

+11 GasBrakeActive FrictionBrakeActive  

 

(120) SNVT_pumpset_mn 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 StateOfBoosterPump StateOfMainPump  

+3 ProcessReady PriorityLevel  

+4 MainPumpDriveEnabled EmergencyStopActivated  

+5 MaintenanceRequired BoosterPumpDriveEnabled  
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(121) SNVT_pumpset_sn 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 TotalDilutionFlow  

+3 ExhaustTemparature  

+4 ExhaustPressure  

+5 ShaftSealPurgePressure  

+6 InletVacuum 32Bit 実数(Bit15-0)  

+7 InletVacuum32Bit 実数(Bit31-16)  

+8 SupplyVoltage  

+9 CoolantFlow  

+10 DilutionActive CoolantFlowLow  

+11 InletPurgeDilutionActive BallastDilutionActive  

+12 DilutionFlowOutOfRange ExhaustDilutionActive  

+13  PowerSupplyOn  

 

(122) SNVT_pwr_fact 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(123) SNVT_pwr_fact_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(124) SNVT_reg_val 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 raw 32Bit 符号付き整数(Bit15-0)  

+3 raw 32Bit 符号付き整数(Bit31-16)  

+4 nr_decimals      Unit  
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(125) SNVT_reg_val_ts 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 raw 32Bit 符号付き整数(Bit15-0)  

+3 raw 32Bit 符号付き整数(Bit31-16)  

+4 nr_decimals Status 

reg
_sta

te 

Unit 

 

+5 Year  

+6 Day Month  

+7 Minute Hour  

+8  Second  

 

(126) SNVT_res 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(127) SNVT_res_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(128) SNVT_res_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(129) SNVT_rpm 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(130) SNVT_scene 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Scene Number function  
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(131) SNVT_scene_cfg 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Scene Number function  

+3  Setting  

+4 Rotation  

+5 FadeTime  

+6 DelayTime  

+7  ScenePriority  

 

(132) SNVT_sched_val 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 符号なし整数  

 

(133) SNVT_setting 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Setting function  

+3 Rotation  

 

(134) SNVT_smo_obscur 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(135) SNVT_sound_db 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(136) SNVT_sound_db_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  
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(137) SNVT_speed 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(138) SNVT_speed_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(139) SNVT_speed_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(140) SNVT_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

B
it1

5
 

B
it1

4
 

B
it1

3
 

B
it1

2
 

B
it1

1
 

B
it1

0
 

B
it9

 

B
it8

 

B
it7

 

B
it6

 

B
it5

 

B
it4

 

B
it3

 

B
it2

 

B
it1

 

B
it0

 

 

Bit位置の変換が行われていることに注意してください。 

 

(141) SNVT_state_64 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 

B
it1

5
 

              

B
it0

 

 

+3 

B
it3

1
 

              

B
it1

6
 

 

+4 

B
it4

7
 

              

B
it3

2
 

 

+5 

B
it6

3
 

              

B
it4

8
 

 

Bit位置の変換が行われていることに注意してください。 
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(142) SNVT_str_asc 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 ascii [1] ascii[0]  

+3 ascii [3] ascii [2]  

+4 ascii [5] ascii [4]  

+5 ascii [7] ascii [6]  

+6 ascii [9] ascii [8]  

+7 ascii [11] ascii [10]  

+8 ascii [13] ascii [12]  

+9 ascii [15] ascii [14]  

+10 ascii [17] ascii [16]  

+11 ascii [19] ascii [18]  

+12 ascii [21] ascii[20]  

+13 ascii [23] ascii [22]  

+14 ascii [25] ascii [24]  

+15 ascii [27] ascii [26]  

+16 ascii [29] ascii [28]  

+17  ascii [30]  

 

(143) SNVT_str_int 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  LocaleCode  

+3 ascii[0]  

+4 ascii[1]  

+5 ascii[2]  

+6 ascii[3]  

+7 ascii[4]  

+8 ascii[5]  

+9 ascii[6]  

+10 ascii[7]  

+11 ascii[8]  

+12 ascii[9]  

+13 ascii[10]  

+14 ascii[11]  

+15 ascii[12]  

+16 ascii[13]  

+17 ascii[14]  

 

(144) SNVT_switch 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 State Value  

 

(145) SNVT_telcom 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(146) SNVT_temp 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(147) SNVT_temp_diff_p 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(148) SNVT_temp_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(149) SNVT_temp_p 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(150) SNVT_temp_ror 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(151) SNVT_temp_setpt 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 OccupiedCoolingSetpoint  

+3 StandbyCoolingSetpoint  

+4 UnoccupiedCoolingSetpoint  

+5 OccupiedHeatingSetpoint  

+6 StandbyHeatingSetpoint  

+7 UnoccupiedHeatingSetpoint  

 

(152) SNVT_therm_mode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(153) SNVT_time_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(154) SNVT_time_hour 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(155) SNVT_time_min 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(156) SNVT_time_sec 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(157) SNVT_time_stamp 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Year  

+3 Day Month  

+4 Minute Hour  

+5  Second  

 

(158) SNVT_time_zone 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Second Time Offset 32Bit 符号付き整数(Bit15-0)  

+3 Second Time Offset 32Bit 符号付き整数(Bit31-16)  

+4 HourOfStartDST TypeOfDescription  

+5 SecondOfStartDST MinuteOfStartDST  

+6 G_day_of_start_DST  

+6 J_day_of_start_DST  

+6 MonthOfStartDST WeekOfStartDST  Dateday_of_start_DST  

+7 Minute_of_end_DST Hour_of_end_DST  

+8  Second_of_end_DST  

+9 G_day_of_end_DST  

+9 J_day_of_end_DST  

+9 MonthOfEndDST WeekOfEndDST  Dateday_of_end_DST  

+5,+8はunion(共用体)となっている。 
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(159) SNVT_tod_event 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 NextState CurrentState  

+3 TimeToNextState  

 

(160) SNVT_trans_table 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Point[0] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 Point[0] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+4 Point[1] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+5 Point[1] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+6 Point[2] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+7 Point[2] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+8 Point[3] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+9 Point[3] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+10 Point[4] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+11 Point[4] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+12 Point[5] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+13 Point[5] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+14 Point[6] 32Bit 実数(Bit15-0)  

+15 Point[6] 32Bit 実数(Bit31-16)  

+16 

in
terp

_p
ts_4

to5
 

in
terp

_p
ts_5

to6
 

in
terp

_p
ts_6

to0
 

 

in
terp

_p
ts_0

to1
 

in
terp

_p
ts_1

to2
 

in
terp

_p
ts_2

to3
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terp

_p
ts_3

to4
 

 

 

(161) SNVT_turbidity 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(162) SNVT_turbidity_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(163) SNVT_valve_mode 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2  8Bit 列挙値  
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(164) SNVT_vol 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(165) SNVT_vol_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(166) SNVT_vol_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(167) SNVT_vol_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(168) SNVT_volt 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(169) SNVT_volt_ac 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号なし整数  

 

(170) SNVT_volt_dbmv 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  
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(171) SNVT_volt_f 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 32Bit 実数(Bit15-0)  

+3 32Bit 実数(Bit31-16)  

 

(172) SNVT_volt_kilo 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(173) SNVT_volt_mil 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 16Bit 符号付き整数  

 

(174) SNVT_zerospan 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Zero  

+3 Span  

 

(175) SNVT_sblnd_state 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 Pos(Setting) Pos(function)  

+3 Pos(Rotation)  

+4 Error_code cmd_source  
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(176) SNVT_rac_ctrl 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 AudioType 

A
u

d
ioL

in
e 

(3
B

it) 

D
u

p
lex

F
u

ll 

P
2
P

D
estin

a
tion

 

R
eserv

ed
 

 

+3 CarID(5Bit) Reserved UnitID(4Bit) Location(4Bit)  

+4 UnitID(4Bit) Location(4Bit) AddrInit.AAudioSensorType  

+5 AddrTalk.AudioSensorType CarID(5Bit) Reserved  

+6 CarID(5Bit) Reserved UnitID(4Bit) Location(4Bit)  

+7  AddrDest.AudioSensorType  

+6 MaskCar[0] UnitMask  

+7 MaskCar[2] MaskCar[1]  

+8 MaskLocation[0] MaskCar[3]  

+9 MaskAudio[0] MaskLocation[1]  

+10 MaskAudio [2] MaskAudio [1]  

 

(177) SNVT_rac_req 

アドレス 
ワードデータ(16Bit) 

備考 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 送受信制御  

+1 定周期送受信状態  

+2 AudioType 

D
estD

ef 

D
estP

2
P

 

R
eserv

ed
 

 

+3 CarID(5Bit) Reserved UnitID(4Bit) Location(4Bit)  

+4 UnitID(4Bit) Location(4Bit) AddrSensor.AudioSensorType  

+5 AddrDest.AudioSensorType CarID(5Bit) Reserved  

+4 UnitMask AddrSensor.AudioSensorType  

+5 MaskCar[1] MaskCar[0]  

+6 MaskCar[3] MaskCar[2]  

+7 MaskLocation[1] MaskLocation[0]  

+8 MaskAudio [1] MaskAudio[0]  

+9  MaskAudio [2]  
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3.6. LONWORKSネットワーク変数 

本ユニットがサポートするネットワーク変数一覧と、そのネットワーク変数の型、Index お

よびサイズを示します(このサイズはバッファメモリの使用サイズではありません)。 

本ユニットは、SNVTバージョン13に対応しています。 

SNVT 名 Index Size SNVT 名 Index Size 

SNVT_abs_humid 160  3  SNVT_dev_maint 175  4  

SNVT_address 114  2  SNVT_dev_status 173  4  

SNVT_alarm 88  29  SNVT_earth_pos 135  11  

SNVT_alarm_2 164  31  SNVT_elapsed_tm 87  7  

SNVT_amp 1  2  SNVT_elec_kwh 13  2  

SNVT_amp_ac 139  2  SNVT_elec_kwh_l 146  4  

SNVT_amp_f 48  4  SNVT_elec_whr 14  2  

SNVT_amp_mil 2  2  SNVT_elec_whr_f 68  4  

SNVT_angle 3  2  SNVT_ent_opmode 168  1  

SNVT_angle_deg 104  2  SNVT_ent_state 169  1  

SNVT_angle_f 49  4  SNVT_ent_status 170  5  

SNVT_angle_vel 4  2  SNVT_enthalpy 153  2  

SNVT_angle_vel_f 50  4  SNVT_evap_state 118  1  

SNVT_area 110  2  SNVT_ex_control 157  10  

SNVT_btu_f 67  4  SNVT_file_pos 90  6  

SNVT_btu_kilo 5  2  SNVT_file_req 73  12  

SNVT_btu_mega 6  2  SNVT_file_status 74  27  

SNVT_char_ascii 7  1  SNVT_fire_indcte 133  1  

SNVT_chlr_status 127  1  SNVT_fire_init 132  1  

SNVT_clothes_w_a 187  6  SNVT_fire_test 130  1  

SNVT_clothes_w_c 184  21  SNVT_flow 15  2  

SNVT_clothes_w_m 185  1  SNVT_flow_dir 171  1  

SNVT_clothes_w_s 186  31  SNVT_flow_f 53  4  

SNVT_color 70  6  SNVT_flow_mil 16  2  

SNVT_config_src 69  1  SNVT_flow_p 161  2  

SNVT_count 8  2  SNVT_freq_f 75  4  

SNVT_count_32 183  4  SNVT_freq_hz 76  2  

SNVT_count_f 51  4  SNVT_freq_kilohz 77  2  

SNVT_count_inc 9  2  SNVT_freq_milhz 78  2  

SNVT_count_inc_f 52  4  SNVT_gfci_status 154  1  

SNVT_ctrl_req 148  5  SNVT_grammage 71  2  

SNVT_ctrl_resp 149  7  SNVT_grammage_f 72  4  

SNVT_currency 89  6  SNVT_hvac_emerg 103  1  

SNVT_date_cal 10  7  SNVT_hvac_mode 108  1  

SNVT_date_day 11  1  SNVT_hvac_overid 111  5  

SNVT_date_event 176  26  SNVT_hvac_satsts 172  5  

SNVT_date_time 12  7  SNVT_hvac_status 112  12  

SNVT_defr_mode 120  1  SNVT_hvac_type 145  1  

SNVT_defr_state 122  1  SNVT_ISO_7811 80  20  

SNVT_defr_term 121  1  SNVT_length 17  2  

SNVT_density 100  2  SNVT_length_f 54  4  

SNVT_density_f 101  4  SNVT_length_kilo 18  2  

SNVT_dev_c_mode 162  1  SNVT_length_micr 19  2  

SNVT_dev_fault 174  4  SNVT_length_mil 20  2  
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SNVT 名 Index Size SNVT 名 Index Size 

SNVT_lev_cont 21  1  SNVT_scene_cfg 116  10  

SNVT_lev_cont_f 55  4  SNVT_sched_val 177  1  

SNVT_lev_disc 22  1  SNVT_setting 117  4  

SNVT_lev_percent 81  2  SNVT_smo_obscur 129  2  

SNVT_lux 79  2  SNVT_sound_db 33  2  

SNVT_magcard 86  20  SNVT_sound_db_f 61  4  

SNVT_mass 23  2  SNVT_speed 34  2  

SNVT_mass_f 56  4  SNVT_speed_f 62  4  

SNVT_mass_kilo 24  2  SNVT_speed_mil 35  2  

SNVT_mass_mega 25  2  SNVT_state 83  2  

SNVT_mass_mil 26  2  SNVT_state_64 165  8  

SNVT_motor_state 155  1  SNVT_str_asc 36  31  

SNVT_muldiv 91  4  SNVT_str_int 37  31  

SNVT_multiplier 82  2  SNVT_switch 95  2  

SNVT_nv_type 166  19  SNVT_telcom 38  1  

SNVT_obj_request 92  3  SNVT_temp 39  2  

SNVT_obj_status 93  6  SNVT_temp_diff_p 147  2  

SNVT_occupancy 109  1  SNVT_temp_f 63  4  

SNVT_override 97  1  SNVT_temp_p 105  2  

SNVT_ph 125  2  SNVT_temp_ror 131  2  

SNVT_ph_f 126  4  SNVT_temp_setpt 106  12  

SNVT_pos_ctrl 152  13  SNVT_therm_mode 119  1  

SNVT_power 27  2  SNVT_time_f 64  4  

SNVT_power_f 57  4  SNVT_time_hour 124  2  

SNVT_power_kilo 28  2  SNVT_time_min 123  2  

SNVT_ppm 29  2  SNVT_time_passed 40  4  

SNVT_ppm_f 58  4  SNVT_time_sec 107  2  

SNVT_preset 94  14  SNVT_time_stamp 84  7  

SNVT_press 30  2  SNVT_time_zone 134  15  

SNVT_press_f 59  4  SNVT_tod_event 128  4  

SNVT_press_p 113  2  SNVT_trans_table 96  30  

SNVT_privacyzone 151  4  SNVT_turbidity 143  2  

SNVT_ptz 150  6  SNVT_turbidity_f 144  4  

SNVT_pump_sensor 159  19  SNVT_valve_mode 163  1  

SNVT_pumpset_mn 156  8  SNVT_vol 41  2  

SNVT_pumpset_sn 158  23  SNVT_vol_f 65  4  

SNVT_pwr_fact 98  2  SNVT_vol_kilo 42  2  

SNVT_pwr_fact_f 99  4  SNVT_vol_mil 43  2  

SNVT_rac_ctrl 181  18  SNVT_volt 44  2  

SNVT_rac_req 182  15  SNVT_volt_ac 138  2  

SNVT_reg_val 136  6  SNVT_volt_dbmv 45  2  

SNVT_reg_val_ts 137  13  SNVT_volt_f 66  4  

SNVT_res 31  2  SNVT_volt_kilo 46  2  

SNVT_res_f 60  4  SNVT_volt_mil 47  2  

SNVT_res_kilo 32  2  SNVT_sblnd_state 180  6  

SNVT_rpm 102  2  SNVT_zerospan 85  4  

SNVT_scene 115  2       
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第4章 運転までの設定と手順 
本ユニットの運転までの操作手順、および本ユニットの各部の名称と設定、配線方法につい

て説明します。 

 

4.1. 取扱い上の注意事項 

本ユニットの取扱い上の注意事項について説明します。 

 

4.1.1. BLQ08WSの取扱い 

(1) 本体ケース、コネクタの落下や、強い衝撃を与えないようにしてください。 

(2) ユニットのプリント基板はケースからはずさないでください。故障の原因となります。 

(3) ユニット内に配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障、誤動作の

原因になります。 

(4) ユニットの取付けネジは、下記の規定トルクで締め付けるようにしてください。締付けが緩い

と短絡、故障、誤動作の原因になります。 

ネジの箇所 締付けトルク範囲 

ユニット取付けネジ(Ｍ3ネジ) 0.36～0.48N・m 

 

(5) ユニットをベースユニットに装着するときは、必ずユニット固定用突起をベースユニットの固

定穴に確実に挿入してから装着してください。ユニットが正しく装着されていないと誤動作、故障、

落下の原因になります。 

 

4.1.2. LONWORKSネットワークとの接続 

(1) 本ユニットに向かってコネクタ上側が1チャンネル、下側が2 チャンネル目のネットワークです。 

(2) 万が一、ネットワークコネクタを紛失もしくは破損した場合は、必ず当社より正規のネットワ

ークコネクタをご購入いただきご使用ください。 

(3) ネットワークコネクタは、突起部分を外すことができます。両端の固定ネジを緩め、本ユニッ

トを軽く押さえながら引き抜いてください。脱落防止のため付属の配線用コネクタとは、ネジで固

定してください。 

(4) 装着するときは方向に注意し、本ユニットを軽く支えながら、最後までしっかり装着してくだ

さい。 

(5) ネットワークコネクタは、逆向きには装着できません。装着できないときは、ムリをせず、方

向や異物の混入などがないか確認してください。 

(6) ネットワークコネクタへの配線は、極性を意識する必要はありません。 

(7) ネットワーク上には、必ず終端をつけてください。 

(8) 耐ノイズ性向上のためFG 端子が用意されていますので、シールド付ツイストペアケーブルケ

ーブルの配線を推奨します。 

FG
NB
NA

NA
NB
FG

シールド付ペア線（STP)
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4.1.3. RJ45コネクタ 

(1) RJ45コネクタへは、市販品のLAN ケーブルをご利用ください。 

(2) RJ45コネクタの装脱着は、本ユニットを軽く押さえながら行ってください。 

 

△！ 注意 

⚫ ユニット下部のユニット装着用レバーを押さえながら、ユニット固定用突起を、ベースユニットの固定穴に確実に挿入して

装着してください。 

⚫ ユニットが正しく装着されていないと、誤動作、故障、落下の原因になります。 

⚫ 振動の多い環境で使用する場合は、ユニットをネジで締め付けてください。 

⚫ ネジの締付けは、規定トルク範囲で行ってください。 

⚫ ネジの締付けがゆるいと、落下、短絡、誤動作の原因になります。 

⚫ ネジを締めすぎると、ネジやユニットの破損による落下、短絡、誤動作の原因になります。 

⚫ ユニットの着脱は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。 

⚫ 全相遮断しないと、製品の損傷の恐れがあります。 

⚫ ユニットの導電部分や電子部品には直接触らないでください。ユニットの誤動作、故障の原因になります。 

 

△！ 注意 

⚫ コネクタの配線接続は、メーカ指定の工具で正しく圧着、圧接またはハンダ付けし、コネクタは確実にユニットに取り付け

てください。 

⚫ ユニット内に、切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障、誤動作の原因になります。 

⚫ 配線時にユニット内へ配線クズなどの異物が混入するのを防止するため、ユニット上部に異物混入防止のラベルなどを貼り

付けて作業を行ってください。 

⚫ システム運転時は、放熱のために異物混入防止のラベルなどは必ずはがしてください。 

⚫ ユニットに接続するケーブルは、必ずダクトに納めるか、またはクランプによる固定処理を行ってください。 

⚫ ケーブルをダクトに納めなかった場合、もしくは、クランプによる固定処理をしていなかった場合、ケーブルのぶらつきや

移動、不注意の引っ張りなどによるユニットやケーブルの破損、ケーブルの接触不良による誤動作の原因となります。 

⚫ ユニットに接続されたケーブルを取り外すときは、ケーブル部分を手に持って引っ張らないでください。 

⚫ コネクタ付きのケーブルは、ユニットの接続部分のコネクタを手で持って取り外してください。 

⚫ ユニットに接続された状態でケーブルを引っ張ると、誤動作またはユニットやケーブルの破損の原因となります。 

 

◇！ 危険 

⚫ ユニットへの配線は、製品の定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。 

⚫ 定格と異なった電圧の入力または誤配線をすると、火災、故障の原因になります。 

⚫ 異なる電圧の端子に接続すると誤動作や機器の故障の原因になります。 
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4.2. 運転までの設定と手順 

本ユニットを運転するまでの手順を説明します。 

 

開始

ベースに本ユニットを取り付ける 

本ユニットとパソコンを接続し
コンフィギュレーション機能へ

ログインする 

再度コンフィギュレーション機能へ
ログインする 

コンフィギュレーション機能より
ユーザ LAN モードの設定を行う 

コンフィギュレーション機能より
ノードやネットワーク変数など

各種設定を行う 

LONWORKSネットワークの
コミッションやバインディングを行う 

シーケンスプログラムの
作成を行う 

終了

本ユニットの初期化

本ユニットの設定

外部機器との接続

LONWORKSネットワークの
配線を行う 

詳細は QCPUおよびQベースのマ
ニュアルを参照ください 

詳細は  5.2.本ユニットとパソコン
を接続する を参照ください 

詳細は  5.6.設定画面 を参照くだ
さい 

詳細は  5.6.設定画面 を参照くだ
さい 

詳細は  4.1.2.LONWORKSネットワ
ークとの接続 を参照ください 

詳細は  5.2.本ユニットとパソコン
を接続する を参照ください 

詳細は  第6章 プログラミング を
参照ください 

詳細は  5.6.設定画面 を参照くだ
さい また バインディングの方法
はバインディングを行うツールのマ
ニュアルなどを参照ください 

 

ポイント コミッション後の設定変更手順について 

コミッション作業を行った後に、CSV の再アップロードや、ネットワーク変数の

設定変更等を行った場合は、「再コミッション」が必要となります。BLQ08WS 側

の設定変更を行った後は必ず「コミッション」作業を行ってください。この手順で

行わないと設定変更が反映されず通信エラーを起こします。 

 

△！ 注意 

⚫ LonWorksネットワークのコミッションやオンラインバインド作業は、コンフィギュレーション機能より、必ず「停止状

態」にしてから行ってください。 
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4.3. 各部の名称 

本ユニットの外観と各部の名称を以下に示します。 

外形寸法は、「1.2.外形寸法図」を参照してください。 

なお、イメージ図中のコネクタ、LED やシルクの位置や大きさには、実物と異なる場合が

あります。 

 

4.3.1. BLQ08WS本体 

(1) 本ユニットの外観 
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(2) ユニットLED表示 

本ユニットが実装するLEDの表示内容を以下に示します。 

 

ERROR

FAIL

RUN

OPE.

TX1 RX1

TX2 RX2
 

 

名称 状態 備考 

RUN 

(緑) 

点滅 = 初期化中 

点灯 = 初期化完了 

消灯 = 異常 

⚫ 点滅、点灯時は、本ユニットで電源が供給されており、正常に動作

している。 

⚫ 消灯時は、電源のダウン、WDTエラー、またはユニット装着不備

となっている。 

⚫ 本ユニットの起動による初期化が完了し、ユニットレディ2信号

(X01)がONすると点灯する。 

⚫ 点灯することで、Webブラウザとの接続が可能となったことを意

味します。 

OPE. 

(緑) 

点灯 = 運転状態 

消灯 = 停止状態 

⚫ 全体通信許可信号(Y01)がONとなり、LONWORKSネットワーク

通信が運転中に点灯する。(*1) 

⚫ 全体通信許可信号(Y01)がOFFとなり、LONWORKSネットワーク

通信が停止状態時に消灯する。(*1) 

ERROR 

(赤) 

点灯 = エラー発生 

消灯 = 正常 

⚫ エラー発生信号(X0F)がONすると点灯し、OFFすると消灯す

る。 

詳細は、「第7章トラブルシューティング」を参照してください。 

FAIL 

(赤) 

点灯 = ノード診断異常あり 

消灯 = ノード診断異常なし 

⚫ ノード診断機能でノード異常を検出すると点灯し、完全復帰すると

消灯する。 

TX1 
点灯/点滅= 送信中 

消灯 = 停止中 

⚫ CH1側よりLONWORKSネットワークへパケットを送信する時に

点灯します。 

TX2 
点灯/点滅= 送信中 

消灯 = 停止中 

⚫ CH2側よりLONWORKSネットワークへパケットを送信する時に

点灯します。 

RX1 
点灯/点滅= 受信中 

消灯 = 停止中 

⚫ CH1側でLONWORKSネットワーク上のパケットを受信すると点

灯します。 

RX2 
点灯/点滅= 受信中 

消灯 = 停止中 

⚫ CH2側でLONWORKSネットワーク上のパケットを受信すると点

灯します。 

(*1)チェック YDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])をチェック(=デフォルト)した

際の記述です。 
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4.3.2. LONWORKSネットワーク 

本ユニットにはLONWORKSネットワークへ接続できる6 ピンタイプのコネクタを標準で1 個

実装しており、2 系列のネットワークと接続することができます。これにより、126 ノード (本

ユニットを含まず63ノード×2CH ※各CHが1セグメント構成時)との接続が可能です。 

 

(1) LONWORKSネットワークコネクタ 

 

１

２

３

４

５

６

 

 

番号 内容 

1 CH1用 I/O 

2 CH1用 I/O 

3 CH1用FG 

4 CH2用 I/O 

5 CH2用 I/O 

6 CH2用FG 

  

ツイストペアケーブルを接続するコネクタです。 

ツイストペアケーブルを本ユニットのコネクタと接続することにより、LONWORKSネット

ワークと通信を行うことができるようになります。 

取扱いおよび取付けの詳細は、「4.1.2.LONWORKSネットワークとの接続」を参照してく

ださい。 

 

(2) LONWORKS ネットワークサービスLED タイプスイッチ 

SERVICE　CH1 

SERVICE　CH2 
 

 

本ユニットをLONWORKSネットワーク・マネージメント・ツールで認識する時に、本スイ

ッチを押します。使用するネットワーク・マネージメント・ツールにより異なる場合があり

ますが、「ノードの追加」時にサービス・ピンを押すように指示された場合に、本スイッチを

押してください。 

本スイッチは、不用意に押せないように穴の奥に隠れていますので、絶縁物でできた先の尖

った物で押してください。 

 

LED 状態 備考 

点滅 = 未構成 

消灯 = 構成済み 

⚫ ネットワークサービス未構成であり、構成が必要な場合は点滅し、構成済み

もしくは電源OFF状態の場合は消灯します。 

 

4.3.3. RJ45コネクタ 

本ユニットとパソコンを LAN ケーブルで接続し、パソコンより Web ブラウザを起動する

ことで、本ユニットの設定やネットワーク変数の参照を行うことができます。 
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4.4. Q インテリジェント機能ユニットのスイッチ設定 

GX Works ツールを用いて行うインテリジェント機能ユニットのスイッチ設定は、次の通

り設定してください。 

インテリジェント機能ユニットのスイッチ設定の詳細は、GX Works ツールのマニュアル

を参照してください。 

 

スイッチ番号 設定 

1 

0：通常使用モードでの起動(通常は必ずこのモードで起動してください) 

1：初期化起動モードでの起動(出荷時の設定状態に戻すことができます) 

2：IPアドレス／ユーザ情報初期化起動 (「7.3.IPアドレス／ユーザ情報のクリ

ア」を参照してください) 

2 0 固定 

3 0 固定 

4 0 固定 

5 0 固定 

 

◇！ 危険 

⚫ 本ユニットのQインテリジェント機能ユニットのスイッチ設定は、必ず規定値のみを設定してください。規定値以外の設

定を行うと、本ユニットまたはシーケンサシステムが誤動作する危険性があります。 

 

△！ 注意 

⚫ 「初期化起動モード」で起動すると、IPアドレスやユーザ情報を含む本ユニットすべての設定が消去されます。 
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第5章 コンフィギュレーション 
本ユニットは、本ユニットのLAN ケーブルコネクタ(RJ45)とパソコンとを接続し、パソコ

ンのブラウザを起動することにより、ブラウザ画面上から本ユニットの設定の変更を行った

り、本ユニット内の情報を取得したりすることができます。 

本ユニットでは、これをコンフィギュレーション機能と総称します。 

 

 

5.1. 動作環境 

(1) ご利用上の注意 

本マニュアルは、インターネット接続などの設定がある程度できる人を対象にしています。

インターネット接続などの設定に詳しくない場合は、まずOS のマニュアルをお読みいただ

くか、インターネット接続などの設定に詳しい人にお尋ねください。 

本ユニットの動作、およびマニュアルの指示により、パソコン自体が破損、または、パソコ

ンが正しく起動しなくなった場合でも、一切の責任を負いませんのでご注意ください。 

 

(2) Webブラウザ 

Webブラウザの動作確認状況は以下のとおりです。 

Web ブラウザ 動作確認バージョン 

Microsoft Edge 108.0.1462.54  

GoogleChrome 108.0.5359.125 

※上記の表はバージョンが 1.3.0 以降の場合となっており、バージョン 1.3.0 より前の場合

は InternetExplorerのみ対応しています。InternetExplorerが使用できない環境の場合は、

Edge の InternetExplorer互換モードを使用してアクセスしてください。詳細は巻末の「7.4 

Edge（InternetExplorerモード）への切り替え手順）への切り替え手順」をご参照ください。 

 

(3) パソコンの設定 

パソコンおよびWindowsなどのOSに対し、ブラウザによる接続が可能な状態にする必要

があります。 

設定方法は「5.2.本ユニットとパソコンを接続する」を参照してください。 

 

(4) LAN ケーブルの接続 

本ユニットのLANケーブルコネクタ(RJ45)とパソコンとを市販されているLANケーブル

で接続してください。 

本ユニットとパソコンを直接接続する場合は、LANケーブルをクロスケーブルにする必要

があります(パソコンによってはクロスケーブルにする必要がない場合もあります)。 

ハブ、無線LAN やインターネットを仲介し、本ユニットとパソコンを接続することができ

ます。詳しくは、ネットワーク管理者などネットワーク接続に詳しい人にお尋ねください。 
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5.2. 本ユニットとパソコンを接続する 

本ユニットとの接続方法は、次の通りです。 

 

出荷時のアドレスとポート番号およびユーザ名、パスワードは、次の通りです。 

不正アクセス防止のため、パスワードは必ず変更してください。 

アドレスおよびパスワードは、忘れることがないよう十分注意し管理してください。 

項目 動作環境 

アドレス http://192.168.0.252:8080 

ユーザ名 ａｄｍｉｎ(小文字でエイ、ディ、エム、アイ、エヌ) 

パスワード ｂｌｑ08ｗｓ (小文字でビー、エル、キュー、ゼロ、ハチ、ダブリュー、エス) 

開始 

シーケンサCPUの電源投入を行い、本ユ

ニットの OPE-LEDが点灯するのを待つ。 

本ユニットとパソコン間を LAN ケーブ

ルで接続する。 

パソコンを起動し、Webブラウザを起動

する。 

Webブラウザに本ユニットのアドレスを

入力する。(デフォルト192.168.0.252) 

接続できたか? 

いいえ 

はい 

OS の設定やケーブルの接続を確

認して、もう一度やり直してく

ださい。 

終了 

パスワードの入力を行う。 

各種設定を行う。または、本

ユニットの情報を取得する。 

Webブラウザを閉じる。 

本ユニットとパソコンの電源を切り、

LANケーブルを外す。 

終了 
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(1) パソコンのネットワーク設定 

「2.2システム構成例図」のようなシステム構成で行います。(ストレートのLAN ケーブル

を使用する場合は、HUBを介して接続する必要があります) 

パソコンのネットワーク設定は、本ユニットと同一ネットワークアドレスとなるように設

定します。 

同じ値に設定します。                       同じ値にならない 

        ように設定します。 
 

 ネットワーク部  ホスト部  ネットワーク部  ホスト部 
        

IPアドレス 192.168.0.  252  192.168.0.  1 
        

サブネットマスク 255.255.255.  0  255.255.255.  0 

  

 

・パソコンのネットワーク設定は下記の手順で行います。(例：Windows10の場合) 

 

① [スタートメニュー] ⇒ [設定] ⇒ [ネットワークとインターネット]を選択します。 

② [アダプターのオプションを変更する]を選択します。 

③ [イーサネット]を選択し、右クリックメニューよりプロパティを選択します。 

④ [イーサネットのプロパティ]画面が表示されるので、インターネットプロトコルバージョン

4(TCP/IPv4)を選択し、プロパティボタンをクリックします。 

⑤ 上図に示すような画面が表示されるので、「次の IPアドレスを使う」を選択し、使用したい IPアド

レスに設定し、「OK」ボタンをクリックします。 

⑥ [イーサネットのプロパティ]画面も「OK」ボタンをクリックし閉じます。 

 

△！ 注意 

⚫ アドレスやパスワードの変更を行うと、本ユニットに対する不正アクセスの防止が可能となります。本ユニットのアドレス

やパスワードは、システム管理者の責任の元で適度に変更し厳重に管理してください。 

⚫ アドレスやパスワードを忘れると、コンフィギュレーション機能が利用できなくなります。これにより、突然のサポートが

行えないばかりか、アドレスやパスワードの消去のために初期化起動モードとすると本ユニットのすべての設定まで消去さ

れてしまいます。したがって、アドレスやパスワードは、厳重に管理してください。 

IP アドレスとサブネット
マスクを設定します。 
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(2) パソコンからの接続 

パソコンのネットワーク設定が確認できていたら、パソコンのWebブラウザを起動してく

ださい。 

つづいて、Web ブラウザにアドレスを入力します。すると、以下のようなダイアログが表

示されます。 

 

 

ユーザ名とパスワードを入力すると下記の画面が表示されます。 

画面の左側にあるメニューツリーをクリックし、メイン画面にそのメニューに対応した画

面を表示させることで様々な操作が可能になります。 

メニューツリーは、ユーザの権限で表示されないものもあります。 
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5.3. コンフィギュレーション機能の表示 

コンフィギュレーション機能の詳細は、次の通りです。 

本ユニットがLONWORKSネットワークと通信中かどうかを背景の画面色で表現します。 

LONWORKSネットワークと通信中は、参照のみが中心となり設定の変更を行うことはでき

ません。 

画面はイメージであり、実際の物とは異なる部分があります。 

最新の情報を表示するには、Web ブラウザの機能による更新を行ってください。自動的な

更新は行われません。 

 

△！ 注意 

コンフィギュレーション機能で設定を変更している最中(詳細は次の通り)に、QCPUの電源の遮断やリセットを行

わないでください。設定途中でQCPUの電源の遮断やリセットを行うと、設定データが失われたり、設定データ

の欠落により本製品が起動しなくなったりすることがあります。 

特に注意が必要な時：ボタン押下後で画面が切り替わる前 

・CSVファイルの追加または上書きを行っている最中 

・運転再開から実際に運転が実行されるまでの間 

 

△！ 注意 

Webブラウザの機能による「前のページに戻る」では、正常に前ページへ戻ることができない場合があります。基

本的には、画面の中にある「戻る」ボタンを使用してください。 
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5.4. コンフィギュレーション機能一覧 

コンフィギュレーション機能のメニュー構成と概要を示します。 

メニュー サブメニュー サブメニュー 概要 

LonWorks通信 ＣＨ1 SNVT ネットワーク変数の状態を表示します。 

  診断ノード ノード診断の状況を表示します。 

  通信ログ LONWORKSネットワークの通信状況を表示します。 

 ＣＨ2  (ＣＨ1に同じ) 

設定 ＣＨ1 FunctionBlock ファンクションブロックを登録します。 

  SNVT ネットワーク変数を登録します。 

  診断ノード 診断するノードを登録します。 

  自ノード情報 本ユニットのノード情報を登録します。 

 ＣＨ2  (ＣＨ1に同じ) 

 ユーザ  ユーザを登録します。 

 LAN  本ユニットのLAN ポートを設定します。 

 モード  本ユニットの動作モードを設定します。 

メンテナンス メッセージログ  本ユニットの挙動状況を表示します。 

 
停止・再開  

本ユニットの LONWORKS ネットワーク通信を

制御します。 

 バックアップ・リス

トア 
 本ユニットのデータ保存と復帰を行います。 

 
再起動  

本ユニットの再起動を行います。 

(Ver1.1.3以降) 

 ＣＨ1 接続ノード情報 接続ノードのLinkアドレス情報を収集します。 

 ＣＨ2 接続ノード情報 接続ノードのLinkアドレス情報を収集します。 

Webに最初にアクセスした時点ではメニューの項目のみサイドバーに表示されています。 

サブメニューを表示したい場合は、上位のメニューの項目をクリックすることでサイドバ

ーが展開されて表示されるようになります。展開可能な項目は先頭に「+」が表示されま

す。展開された項目は先頭に「-」が表示されます。「-」が表示されている項目をクリック

すると、下位のサブメニューを含めて折りたたまれます。 

例)Lonworks通信のCH1のSNVT画面に移動したい場合 

Webにアクセス→サイドバーのLonworks通信をクリックする→CH1をクリックする→

SNVTをクリックする。 
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5.5. LonWorks通信画面 

メニューで「LonWorks通信」を選択すると「LonWorks通信画面」が表示されます。 

「LonWorks 通信画面」では、LONWORKS ネットワークの設定や通信状態を表示します。 

 

(経路) 

LonWorks通信 

 

(画面イメージ1) 

 

 

(画面イメージ2) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

CH1 LONWORKSネットワーク通信チャンネル1の設定項目を表示します。 

CH2 LONWORKSネットワーク通信チャンネル2の設定項目を表示します。 

SNVT ネットワーク変数一覧画面を表示します。 

診断ノード 診断ノード画面を表示します。 

通信ログ 通信ログ画面を表示します。 
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5.5.1. ネットワーク変数一覧画面 

「LonWorks 通信画面」で通信チャンネルを選択し、「SNVT」メニューを選択、もしくは

[SNVT]ボタンをクリックすると「ネットワーク変数一覧画面」が表示されます。 

「ネットワーク変数一覧画面」では、各通信チャンネルのネットワーク変数を表示します。 

 

(経路) 

LonWorks通信 -> 通信チャンネル -> SNVT 

 

(画面イメージ) 

 
 

(説明) 

項目 説明 

SNVT一覧 ネットワーク変数の状態を表示します。 

 Index Index を表示します。 

 ネットワーク変数名 ネットワーク変数名を表示します。 

 Selector Selector を16進数で表示します。 

黒色表示:バインド状態のSNVT 

桃色表示:非バインド状態のSNVT 

 FunctionBlock FunctionBlockを表示します。 

 バッファメモリ 割り当てられたバッファメモリのアドレスを10進数で表示します。 

 更新時刻 ネットワーク変数の更新時刻を表示します。 

 Size ネットワーク変数のデータサイズを表示します。 

 Data(Hex) ネットワーク変数のデータを16進数バイナリ形式で表示します。 

 [変更]ボタン ネットワーク変数のデータを変更する画面を表示します。 

ただし、この変更データはバッファメモリや外部ノードへ反映される

わけではありません。 

 [NVupdate]ボタン [変更]ボタンで変更したデータを外部ノードへ送信し値の変化を反映

させます。運転中のみ有効です。(バインド及び明示リンク設定をした

時のみ有効) 

 [NVpoll]ボタン 外部ノードからネットワーク変数の値を取得します。運転中のみ有効で

す。(明示リンク設定をした時のみ有効) 
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5.5.2. SNVT変更画面 

「ネットワーク変数一覧画面」で[変更]ボタンをクリックすると「SNVT変更画面」が表示

されます。 

「SNVT変更画面」では、ネットワーク変数のデータを変更する画面を表示します。 

ただし、この変更データはバッファメモリや外部ノードへ反映されるわけではありません

ので注意してください。出力ネットワーク変数を外部ノードへ送信するには一覧画面で

[NVupdate]ボタンをクリックする必要があります。 

 

(経路) 

LonWorks通信 -> 通信チャンネル -> SNVT -> [変更]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 
 

(説明) 

項目 説明 

Data ネットワーク変数のデータを16進数バイナリ形式で表示します。 

この値を入力し[更新]ボタンをクリックすることでネットワーク変数

のデータを変更することができます。 

[更新]ボタン Dataの値でネットワーク変数のデータを変更し、ダイアログを閉じま

す。 

[戻る]ボタン 前のページに戻ります。データを変更しません。 
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5.5.3. 診断ノード画面 

「LonWorks通信画面」で「診断ノード」メニューを選択、もしくは[診断ノード]ボタンを

クリックすると「診断ノード画面」が表示されます。 

「診断ノード画面」では、ノード診断の状況を表示します。 

 

(経路) 

LonWorks通信 ->診断ノード 

 

(画面イメージ) 

 
 

(説明) 

項目 説明 

ノード番号 ノード番号を表示します。 

ノード名 ノード名を表示します。 

Domain ドメインを表示します。 

SubNet サブネット IDを表示します。 

Node ノード IDを表示します。 

NeuronID ニューロン IDを表示します。16進数で表示します。 

Status 状態を表示します。 

OK：正常 Error：異常 
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5.5.4. 通信ログ画面 

「LonWorks通信画面」で「通信ログ」メニューを選択、もしくは[通信ログ]ボタンをクリ

ックすると「通信ログ画面」が表示されます。 

「通信ログ画面」では、LONWORKSネットワークの通信状況を表示します。 

 

(経路) 

LonWorks通信 -> 通信ログ 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

[全削除]ボタン 通信ログを削除します。削除したデータは復帰できません。 

LogNo 通信ログの連番を表示します。 

Time 通信時間を表示します。 

Target SendAddr：送信先アドレス情報 RecAdr：受信元アドレス情報 

Direction Send：送信 Rec：受信 

Summary 書式 

[QueueCommand]:[Queue][ServiceType][Complete][Tag][MessageInfo] 

 

[QueueCommand]  

COMM：アプリケーションメッセージ  

NETMANAGEMENT：管理メッセージ 

[Queue] 

    TQ:トランザクション  NTQ：非トランザクション 

    RESPONSE：応答、結果イベント  INCOMMING：受信 

[ServiceType] 

    ACKD：確認応答  UNACKD-RPT：非確認応答繰り返し 

UNACKD：非確認応答   REQUEST：要求/応答 

[Complete] 

    NOT_COMPL:なし   SUCCEEDS：成功  FAIL：失敗 

 [Tag] 

    Tag=メッセージタグ 

 [MessageInfo] 

    その他メッセージ情報 

Length 通信パケット長 
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5.6. 設定画面 

メニューで「設定」を選択すると「設定画面」が表示されます。 

「設定画面」では、本ユニットの設定や設定確認画面を表示します。 

 

(経路) 

設定 

(画面イメージ1) 

 

 

(経路) 

設定-> CH1/2 

(画面イメージ2) 

 

(説明) 

項目 説明 

CH1 通信チャンネル1に関する設定画面を表示します。 

CH2 通信チャンネル2に関する設定画面を表示します。 

ユーザ ユーザ登録や削除、パスワード変更を行う画面を表示します。 

LAN 本ユニットのLAN ポートの設定変更画面を表示します。 

モード モード設定画面を表示します。 

FunctionBlock FunctionBlock情報登録画面を表示します。 

SNVT ネットワーク変数登録画面を表示します。 

診断ノード 診断ノード登録画面を表示します。 

自ノード情報 自ノード情報登録画面を表示します。 
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5.6.1. FunctionBlock一覧画面 

「設定画面」で通信チャンネルを選択し、「FunctionBlock」メニューを選択、もしくは

[FunctionBlock]ボタンをクリックすると「FunctionBlock一覧画面」が表示されます。 

「FunctionBlock一覧画面」では、ファンクションブロックを登録することができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> FunctionBlock 

 

(画面イメージ) 

 
 

(説明) 

項目 説明 

ファイルアクセス  

 全 FunctionBlock 情報削除

後CSVファイルを上書 

CSVファイルを指定し[上書]ボタンをクリックすることで、すべて

の FunctionBlock 情報を削除し、CSV ファイルを新規データとし

てアップロードします。 

CSV ファイルの詳細は「5.8.1.FunctionBlock 登録用 CSV ファイ

ル」を参照ください。 

 CSVファイルから追加 CSVファイルを指定し[追加]ボタンをクリックすることで、すべて

の FunctionBlock 情報を削除し、CSV ファイルを追加データとし

てアップロードします。 

 CSV ファイルのフォーマ

ットを参照 

FunctionBlock 情報登録のための CSV ファイルの書式ファイルを

取得することができます。 

 CSV ファイル取得-右クリ

ックで保存できます 

登録されているFunctionBlock情報をCSVファイルで取得するこ

とができます。 

FunctionBlock一覧表  

 [新規追加]ボタン 新規登録のためのFunctionBlock編集画面を表示します。 

 [編集]ボタン 登録情報を表示したFunctionBlock編集画面を表示します。 

 番号 FunctionBlock登録番号を表示します。 

 名称 ファンクションブロック名を表示します。 

 配列要素数 配列要素数を表示します。 

 FunctionalProfileNumber FunctionalProfileNumber を表示します。 
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5.6.2. FunctionBlock編集画面 

「FunctionBlock 一覧画面」で[新規追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると

「FunctionBlock編集画面」が表示されます。 

「FunctionBlock 編集画面」では、ファンクションブロックの登録を行うことができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> FunctionBlock -> [新規追加]ボタン 

設定 -> 通信チャンネル -> FunctionBlock -> [編集]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ファンクションブロック名 ファンクションブロック名を指定します。 

配列要素数 配列要素数を指定します。(0～255) 

ファンクションブロック名で指定した名前のファンクションブロックを、配

列として複数要素を指定して用意したい場合に入力します。通常は要

素数無し(空白もしくは 1 以下の値)を指定します。 

FunctionalProfileNumber FunctionalProfileNumber を指定します。(0～25000) 

LonMaker 上で表示確認することのできるファンクションブロック種別

を表す番号です。通信には影響しない情報です。任意の値を設定して

ください。重複指定も可能です。 

[更新]ボタン FunctionBlockを新規追加または変更します。 

[戻る]ボタン 新規追加または変更を取りやめます。 
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5.6.3. ネットワーク変数設定画面 

「設定画面」で通信チャンネルを選択し、「SNVT」メニューを選択、もしくは[SNVT]ボタ

ンをクリックすると「ネットワーク変数設定画面」が表示されます。 

「ネットワーク変数設定画面」では、ネットワーク変数を登録することができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> SNVT 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ファイルアクセス  

 全SNVT情報削除後 

CSVファイルを上書 

CSV ファイルを指定し[上書]ボタンをクリックすることで、すべて

のネットワーク変数情報を削除し、CSV ファイルを新規データとし

てアップロードします。 

CSV ファイルの詳細は「5.8.2.ネットワーク変数登録用CSV ファイ

ル」を参照ください。 

 CSVファイルから追加 CSV ファイルを指定し[追加]ボタンをクリックすることで、すべて

のネットワーク変数情報を削除し、CSV ファイルを追加データとし

てアップロードします。 

 CSV ファイル取得-右ク

リックで保存できます 

登録されているネットワーク変数情報をCSVファイルで取得できます。 

 XIFファイルから 

FunctionBlock,SNVTを

上書 

XIFファイルを指定し[上書]ボタンをクリックすることで、すべての

ネットワーク変数情報を削除し、XIF ファイルを新規データとして

アップロードします。XIFファイルで設定した場合、バッファアドレ

スは自動的に空き領域が割り当てられます。 

 XIF ファイル取得-右ク

リックで保存できます 

登録されているネットワーク変数情報を XIF ファイルで取得するこ

とができます。 

ネットワーク変数一覧  

 [新規追加]ボタン 新規登録のためのネットワーク変数編集画面を表示します。 

 [編集]ボタン 登録情報を表示したネットワーク変数編集画面を表示します。 

 [明示リンク]ボタン 明示リンク編集画面を表示します。 

カッコ内の数値は明示リンクの登録数であり、出力ネットワーク変数

には複数個の登録を行うことができます。 

 Index Index を表示します。 

 ネットワーク変数名 ネットワーク変数名を表示します。 
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項目 説明 

 Selector Selector を表示します。16進数で表示します。 

黒色表示:バインド状態のSNVT 

桃色表示:非バインド状態のSNVT 

 SNVT Type SNVT Type を表示します。 

 FunctionBlock FunctionBlockを表示します。 

 Addr 出力先ノードのアドレス番号を表示します。 

黒色表示:バインド状態のSNVT 

桃色表示:非バインド状態のSNVT 

※出力変数の持つ情報であり、入力変数では使用しません。 

 Interval Intervalを表示します。(秒) 

 バッファメモリ バッファメモリを表示します。10進数で表示します。 

 [削除]ボタン ネットワーク変数を削除します。 

※Xif ファイルを保存する際に、保存を実行した時点で使用されていないFunctionBlockに

ついては情報がファイルに保存されません。 
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5.6.4. ネットワーク変数編集画面 

「ネットワーク変数設定画面」で[新規追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると「ネ

ットワーク変数編集画面」が表示されます。 

「ネットワーク変数編集画面」では、ネットワーク変数の登録を行うことができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> SNVT -> [新規追加]ボタン 

設定 -> 通信チャンネル -> SNVT -> [編集]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ネットワーク変数名 ネットワーク変数名を指定します。停止中のみ編集可 

「ｎｖｉ」で始める変数名：入力ネットワーク変数。 

「ｎｖｏ」で始める変数名：出力ネットワーク変数。 

Selector 0h～3FFFh。編集不可 

SNVT Type SNVT MasterListで規定されているSNVT種類を指定します。 

停止中のみ編集可 

FunctionBlockNo ファンクションブロック番号を指定します。停止中のみ編集可 

FunctionBlock 編集画面で登録したファンクションブロック一覧が

プルダウンで選択できます。 

FunctionBlockArrayIndex ファンクションブロック配列 Index を指定します。未指定可。 

FunctionBlock を配列要素指定で登録した場合に必要となる項目で

す。停止中のみ編集可 

Interval 定期送受信機能の周期を指定します。(1～3600)[秒]  

0は定期送受信しません。 

バッファメモリ バッファメモリの先頭アドレス。(4096～32765)停止中のみ編集可 

空白のままで新規作成するとアドレスが自動的に割り付けられま

す。 

最後に”h”をつけることで16進数入力することもできます。 

[更新]ボタン ネットワーク変数を新規追加または変更します。 

[戻る]ボタン 新規追加または変更を取りやめます。 

 

  



   
 

 

 89 HM000069 
 

BLQ08WS 

5.6.5. 明示リンク追加画面 

「ネットワーク変数設定画面」で[明示リンク]ボタンをクリックすると「明示リンク追加画

面」が表示されます。 

「明示リンク追加画面」では、明示リンクの登録を行うことができます。明示リンクを指定

せずに送受信したい場合はバインディング作業が必要となります。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> SNVT -> [明示リンク]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

外部ノード  

 Domain ドメインインデックスを表示します。(0固定) 

 Subnet サブネット IDを指定します。(1～255) 

 Node ノード IDを指定します。(1～127) 

 NeuronID ニューロン IDを指定します。最後に”h”をつけると16進数入力とな

ります。 

 機器名称 診断ノード情報に登録している「ノード名」を指定します。 

一致するノード名のアドレスをリンク登録できます。 

Selector Selector を指定します。 

最後に”h” をつけると16進数入力となります。 

Index Index を指定します。(入力ネットワーク変数の時のみ) 

[更新]ボタン 明示リンクの設定を更新します。 

[戻る]ボタン 更新を取りやめます。 

 

 

ポイント 入力ネットワーク変数の明示リンク 

入力ネットワーク変数で Selector 指定の場合は Poll 、 Index の場合は

NetworkVariableFetch で変数の値を相手ノードへ要求します。 

 

ポイント サブネット ID、ノード ID、ニューロン ID、Selector 

サブネット ID、ノード ID、Selector は、LonMakerのデバイスプロパティを参照し設

定してください。 

サブネット/ノード、もしくは、ニューロン ID でアドレス指定できます。 
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5.6.6. 診断ノード一覧画面 

「設定画面」で通信チャンネルを選択し、「診断ノード情報」メニューを選択、もしくは[診

断ノード情報]ボタンをクリックすると「診断ノード一覧画面」が表示されます。 

「診断ノード一覧画面」では、診断するノードを登録することができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> 診断ノード情報 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ファイルアクセス  

 全診断ノード情報削除後

CSVファイルから上書 

CSVファイルを指定し[上書]ボタンをクリックすることで、すべての

診断ノード情報を削除し、CSV ファイルを新規データとしてアップ

ロードします。 

CSV ファイルの詳細は「5.8.3.ノード診断登録用 CSV ファイル」を

参照ください。 

 CSVファイルから追加 CSVファイルを指定し[追加]ボタンをクリックすることで、すべての

診断ノード情報を削除し、CSV ファイルを追加データとしてアップ

ロードします。 

 CSV ファイル取得-右ク

リックで保存できます 

登録されている診断ノード情報をCSVファイルで取得することがで

きます。 

診断ノード一覧  

 [新規追加]ボタン 新規登録のための診断ノード編集画面を表示します。 

 [編集]ボタン 登録情報を表示した診断ノード編集画面を表示します。 

 ノード番号 ノード番号を表示します。 

 ノード名 ノード名を表示します。 

 Domain ドメインを表示します。 

 SubNet サブネット IDを表示します。 

 Node ノード IDを表示します。 

 NeuronID(Hex) ニューロン IDを表示します。16進数で表示します。 

 Interval ノード診断の周期を表示します。1～3,600[秒]。※0は診断なし。 

 [削除]ボタン 診断ノード情報を削除します。 
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5.6.7. 診断ノード編集画面 

「診断ノード一覧画面」で[新規追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると「診断ノ

ード編集画面」が表示されます。 

「診断ノード編集画面」では、診断ノードの登録および編集を行うことができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> 診断ノード-> [新規追加]ボタン 

設定 -> 通信チャンネル -> 診断ノード-> [編集]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ノード番号 ノード番号を指定します。(0～62)停止中のみ編集可 

ノード名 ノード名を指定します。停止中のみ編集可 

Domain ドメインを表示します。(0固定) 

Subnet ノード IDを指定します。(1～255)停止中のみ編集可 

Node ノード IDを指定します。(1～127)停止中のみ編集可 

NeuronID ニューロン IDを指定します。10進数。最後に”h”をつけると16進数

入力となります。 

Interval 診断の周期を指定します。1～3600[秒]。※0は診断なし。 

[更新]ボタン ネットワーク変数を新規追加登録または変更登録します。 

[戻る]ボタン 新規追加または変更を取りやめ、前の画面に戻ります。 

 

ポイント サブネット ID、ノード ID、ニューロン ID 

サブネットID、ノードIDは、LonMakerのデバイスプロパティを参照し設定してくださ

い。 

サブネット/ノード、もしくはニューロン IDでアドレス指定できます。 
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5.6.8. 自ノード情報画面 

「設定画面」で通信チャンネルを選択し、「自ノード情報」メニューを選択、もしくは[自ノ

ード情報]ボタンをクリックすると「自ノード情報設定画面」が表示されます。 

「自ノード情報設定画面」では、本ユニットのノード情報を登録することができます。 

なお、使用しないチャンネルに対しては設定する必要がありません。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> 自ノード情報 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

Version FWバージョンを表示します。 

NeuronID ニューロン IDを表示します。 

通信パラメータ 通信パラメータを表示します。 

 [変更]ボタン 通信パラメータ変更画面を表示します。 

ProgramID ProgramIDを表示します。 

 [変更]ボタン ProgramID変更画面を表示します。 
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5.6.9. 通信パラメータ設定画面 

「自ノード情報設定画面」の通信パラメータのところで「変更」ボタンをクリックすると「通

信パラメータ設定画面」が表示されます。 

「通信パラメータ設定画面」では、通信パラメータの設定を変更することができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> 自ノード情報 -> 通信パラメータ[変更]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

RptTimer 非確認応答時のリトライ間隔を指定します。設定値は下表の通り。 

TxTimer 確認応答時のリトライ間隔を指定します。設定値は下表の通り。 

Number of Retry リトライ回数を指定します。(0～15) 

通信ログ最大数 通信ログ最大数を指定します。 

MinSendInterval (ms) 定周期送受信メッセージの最小送信間隔を指定します。(0～10000) 

※バージョン1.1.0 以降 

入力変数起動時ポーリング   起動時に入力変数のポーリングを行うかを指定します。 

[更新]ボタン 通信パラメータを変更登録します。 

[戻る]ボタン 変更せずに、自ノード情報画面に戻ります。 

 

設定値 RptTimer/TxTimer  設定値 RptTimer/TxTimer 

0 16ms  8 256ms 

1 24ms  9 384ms 

2 32ms  10 512ms 

3 48ms  11 768ms 

4 64ms  12 1024ms 

5 96ms  13 1536ms 

6 128ms  14 2048ms 

7 192ms  15 3072ms 
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5.6.10. ProgramID設定画面 

「自ノード情報設定画面」の ProgramID のところで「変更」ボタンをクリックすると

「ProgramID 設定画面」が表示されます。 

「ProgramID 設定画面」では、プログラム ID の設定を変更することができます。 

 

(経路) 

設定 -> 通信チャンネル -> 自ノード情報 -> ProgramID [変更]ボタン 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

ProgramID ProgramIDを指定します。16進数で表示します。 

[更新]ボタン ProgramIDを変更登録します。 

[戻る]ボタン 変更せずに、自ノード情報画面に戻ります。 
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5.6.11. ユーザ一覧画面 

「設定画面」で「ユーザ」メニューを選択、もしくは[ユーザ]ボタンをクリックすると「ユ

ーザ設定一覧画面」が表示されます。 

「ユーザ設定一覧画面」では、本ユニットのコンフィギュレーション機能にログインできる

ユーザの追加と削除が行えます。 

削除の際は、管理者権限のあるユーザを必ず1名分残しておく必要があります。 

 

(経路) 

設定 -> ユーザ 

 

(画面イメージ) 

 
(説明) 

項目 説明 

一覧表 登録されているユーザの一覧を表示します。 

 ユーザ名 ユーザ名を表示します。 

 権限 権限を表示します。ユーザを指定すると編集や変更が行えません。 

 [変更]ボタン 登録内容を変更します。 

 [削除]ボタン 登録を削除します。 

[ユーザ追加]ボタン ユーザ登録を追加します。 

 

△！ 注意 

IPアドレスやユーザ名、パスワードの変更を行うと、本ユニットに対する不正アクセスの防止が可能となります。

本ユニットのIPアドレスやユーザ名、パスワードは、システム管理者の責任の元で適度に変更し厳重に管理して

ください。 
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5.6.12. ユーザ設定画面 

「ユーザ設定一覧画面」で[追加]ボタンをクリックすると「ユーザ設定画面」が表示されます。 

「ユーザ設定画面」では、ユーザの登録が行えます。 

 

(経路) 

設定 -> ユーザ -> ユーザ追加 

 

(画面イメージ) 

 

(説明) 

入力した内容でユーザを登録する。 

項目 説明 

ユーザ名 ユーザ名を入力します。 

パスワード パスワードを入力します。 

確認用パスワード 確認用として再度パスワードを入力します。 

権限 権限を選択します。 

権限には、「管理者」と「ユーザ」があります。 

「管理者」は、設定の追加、変更、および削除が行えますが、「ユーザ」

では行えません。 

[更新]ボタン ユーザ登録を行ないます。 

[戻る]ボタン 登録を行わず、ユーザ設定一覧画面に戻ります。 

 

 

【注意】 

・文字列のフィールドにおいて、「～(全角チルダ)」および「－(全角ハイフン)」などの一部の記号を入力した

場合、文字化けが起こる可能性がありますのでご注意ください。 
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5.6.13. LAN設定画面 

「設定画面」で「LAN」メニューを選択、もしくは[LAN]ボタンをクリックすると「LAN

設定画面」が表示されます。 

「LAN 設定画面」では、本ユニットのLAN ポートの設定が行えます。 

 

(経路) 

設定 -> LAN 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

IP Address IPアドレスを設定します。 

Subnet Mask サブネットワークを設定します。 

Default Gateway デフォルトゲートウェイを設定します。 

[更新]ボタン LAN ポートの設定を更新します。 

 

ポイント IPアドレスの変更 

IPアドレスの更新ボタンをクリックすると、再起動を行うまで運転状態にすることが出来

なくなります。また、IPアドレス更新後の再起動を行った後に、Webページに再度 

アクセスする際には URL の “http://” 以降の部分も変更後の IP アドレスと同じ数値に

変更する必要があります。 
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5.6.14. モード設定画面 

「設定画面」で「モード」メニューを選択、もしくは[モード]ボタンをクリックすると「モ

ード設定画面」が表示されます。 

「モード設定画面」では、本ユニットの動作モードの設定が行えます。 

 

(経路) 

設定 -> モード 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

同期モード チェックすることで、同期モードになります。 

ノード診断リトライ回数 ノード診断異常と判断するための診断リトライ回数を指定します。 

(1～10) 

チェックY Device チェックすることで、全体通信許可信号(Y01)の状態を判断し、

LONWORKSネットワークとの送受信を停止/再開します。 

チェックを外した場合、全体通信許可信号(Y01)の状態に関係なく、

停止/再開します。 

[更新]ボタン モードを変更します。 
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5.7. メンテナンス 

5.7.1. メンテナンス画面 

メニューの「メンテナンス」を選択すると、「メンテナンス画面」が表示されます。 

「メンテナンス画面」からLONWORKSネットワーク通信の停止と再開を制御します。 

 

(経路) 

メンテナンス 

 

(画面イメージ1) 

 

 

(画面イメージ2) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

メッセージログ メッセージログ画面を表示します。 

停止・再開 停止・再開画面を表示します。 

バックアップ・リストア バックアップ・リストア画面を表示します。 

CH1 通信チャンネル1に関するメンテナンス画面を表示します。 

CH2 通信チャンネル2に関するメンテナンス画面を表示します。 

接続ノード情報 接続ノードのアドレス情報を収集します。 
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5.7.2. メッセージログ画面 

「設定画面」で「メッセージログ」メニューを選択、もしくは[メッセージログ]ボタンをク

リックすると「メッセージログ画面」が表示されます。 

「メッセージログ画面」では、本ユニットの挙動状況を表示します。なお、メッセージの内

容に関する詳細は公開していません。 

 

(経路) 

メンテナンス -> メッセージログ 

 

(画面イメージ) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

[全削除]ボタン メッセージログをすべて削除します。 

時刻 メッセージの発生時刻を表示します。 

内容 メッセージの内容を表示します。 

 

 

(1) メッセージログの内容 

メッセージログで表示される主な内容は、次の通りです。 

メッセージ中の「D/S/N=」とは、ドメイン、サブネット ID、ノード ID を意味します。 

意味 メッセージ例 

起動 ChanneNo-1 Port Open 

ChanneNo-2 Port Open 

書込みビジー状態で書込み失敗 Port 0 Write EAGAIN RetryOver 

定周期受信失敗(セレクタ指定) CMessage_NvPoll_Interval ChannelNo-1 SNVT IndexNo 0 

Error Code=1 

定周期受信失敗(Index 指定) Error CMessage_NetworkVariableFetch::RecResp 

MSG_FAILS From RcvAdr SNode D/S/N=0/1/1 

定周期送信または送信要求失敗 ChannelNo-1 SNVT IndexNo 1380 NvUpdate Error Code=1 

ノード診断異常 Error CMessage_QueryStatus::RecResp MSG_FAILS From 

SendAddr D/S/N=0/1/1 
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5.7.3. 停止・再開画面 

「メンテナンス画面」で[停止・再開]メニュー、または「メンテナンス」メニューで[停止・

再開]ボタンをクリックすると、「停止・再開画面」が表示されます。 

「停止・再開画面」では、本ユニットのLONWORKSネットワーク通信の停止と再開を制御

します。 

運転停止中に「運転再開」、または運転中に「運転停止」をクリックすると確認のダイアロ

グが表示されますので、運転を制御する場合は「OK」をクリックしてください。 

 

(経路) 

メンテナンス -> [停止・再開] 

 

(画面イメージ1) 

 

 

(画面イメージ2) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

[運転再開]ボタン LONWORKSネットワーク通信を開始します。 

[運転停止]ボタン LONWORKSネットワーク通信を停止します。 

 

ポイント 運転の停止と再開 

コンフィギュレーション機能から運転の停止と再開を行うには、全体通信許可信号

(Y01)の制御をQCPU 側から行う必要があります。(*1) 

(*1)チェックYDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])をチェック(=デ

フォルト)した際の記述です。 
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5.7.4. バックアップ・リストア画面 

「メンテナンス画面」で[バックアップ・リストア]メニュー、または「メンテナンス」メニ

ューで[バックアップ・リストア]ボタンをクリックすると、「バックアップ・リストア画面」

が表示されます。 

「バックアップ・リストア画面」では、本ユニットの設定情報保存や、復帰を行うことがで

きます。 

 

(経路) 

メンテナンス -> [バックアップ・リストア] 

 

(画面イメージ) 

 
 

 

(説明) 

項目 説明 

バックアップ情報 本ユニットの設定内容をパソコン上に保存します。 

[リストア]ボタン 指定したファイルを使用して、本ユニットの設定を復元します。 

[初期化]ボタン 本ユニットの設定を消去します。(IP アドレス／ユーザ情報／自ノード情報

は消去しません) 

 

ポイント リストア後の確認 

リストアによりIPアドレスがかわる(バックアップした時のIPアドレス)ことがありま

すので、リストア後には、必ず IPアドレスを確認してください。 
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5.7.5. 再起動画面(Ver1.1.3以降) 

「メンテナンス画面」で[再起動]メニュー、または「メンテナンス」メニューで[再起動]ボ

タンをクリックすると、「再起動画面」が表示されます。 

「再起動画面」では、本ユニットのみ再起動することができます。QCPU をリセットする

必要がないため、実装されている他ユニットへ影響を与えず、本ユニットのみを再起動する

ことができます。 

再起動を行うと以下の状態がリセットされます 

・X信号 

・LED 状態 

・バッファメモリ(全アドレスを0クリア) 

 

(経路) 

メンテナンス -> [再起動] 

 

(画面イメージ) 

v

 

 

(説明) 

項目 説明 

[再起動]ボタン 本ユニットのみを再起動します。 
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5.7.6. 接続先ノード情報画面 

「メンテナンス画面」で通信チャンネルを選択し、[接続ノード情報]メニュー、または「接

続ノード情報]ボタンをクリックすると、「接続ノード情報画面」が表示されます。 

「接続ノード情報画面」では、接続先ノードのアドレス情報を収集することができます。 

 

(経路) 

メンテナンス -> 通信チャンネル -> [接続ノード情報] 

 

(画面イメージ1) 

 

 

(説明) 

項目 説明 

Domain ドメインを表示します。(0固定) 

Subnet サブネットを指定します。(1～255) 

NodeID ノード IDを指定します。(1～127) 

NeuronID ニューロン ID を指定します。最後に”h”をつけると16進数入力となりま

す。 

[取得]ボタン 指定した接続先ノードのアドレス情報を取得します。 

 

(画面イメージ2) 

 

(説明) 

項目 説明 

ファイルアクセス  

 CSV ファイル取得-右ク

リックで保存できます 

収集した接続ノードアドレス情報をCSVファイルで取得することが

できます。 

CSV ファイルの詳細は「5.8.4 接続ノードアドレス情報CSV ファイ

ル」を参照ください。 

 

ポイント 接続ノード情報収集 

ネットワーク変数の登録、接続先ノードとのコミッション及びバインド作業が完了して

いる状態でください。 
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5.8. CSVファイル 

ネットワーク変数とバッファメモリとの関係、およびネットワーク変数のバインド情報で

あるネットワーク変数情報をCSVファイルとして作成することができます。 

以下にCSVファイルのフォーマットを示します。 

 

ポイント CSVファイルでの数値指定 

CSV ファイルで数値を指定する場合、数値の最後に”h”を付けると 16 進数となり、付

けないと10進数として扱われます。 

 

 

5.8.1. FunctionBlock登録用CSVファイル 

列 内容 詳細 

1 ファンクションブロック名 1～16 文字。 

2 

配列要素数 ファンクションブロックが配列のとき、その要素数を指定しま

す。 

空白、0、または 1 の場合は配列ではないことを表します。 

3 
FunctionalProfileNumber 0～25000 を指定。ユーザ FunctionalProfileNumber は

20000～25000。 
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5.8.2. ネットワーク変数登録用CSVファイル 

列 内容 詳細 

1 
ネットワーク変数名 3～16文字。入力変数はnvi,出力変数はnvoから始まる必

要があります。 

2 

ファンクションブロック番号 0～。ファンクションブロック番号とはファンクションブロック

登録時に 0 から割り振られる数字です。 

ファンクションブロックが配列であっても配列要素数にかか

わらずファンクションブロック名毎に＋1 されます。 

3 

ファンクションブロック配列 Index 0～。カラム 1 でファンクションブロックを指定した場合のみ

有効となります。 

配列でないファンクションブロックの場合は空白。 

配列ならば Index 番号を指定します。Index は 0 から始ま

る数字です。 

4 
SNVT Index 0～。SNVT MasterListで規定されているSNVTのIndex

番号。 

5 Selector 0h～3FFFh。自動決定されます。 

6 
Interval 定周期送受信機能の周期で指定します。1～3600[秒]。0は

定周期送受信なし。 

7 

ExplicitLink ① 全体書式 

[ExplicitLink-1];...;[ExplicitLink-n] 
  
ExplicitLink はセミコロンで区切り、その詳細はコロンで区

切ります。 
  
② [ExplicitLink]の書式 

[SelectorIndex]:[domain]:[subnet]:[Address] 
  
③ [SelectorIndex]の書式 

(1) I[数値]  ・・・・Index 

(2) [数値]   ・・・・Selector 
  
SelectorIndex は、I で始めると Index を意味し、ないと

Selector を表します。数値の最後にh を付けると 16進数表

記ができます。 
 
④ [Address]の書式 

(1) 6Byte の Hex 文字列     ・・・NeuronID 

(2) 数値（０～127）           ・・・・Node 

(3) 最大 6 文字の文字列（※）  ・・・・機器名称 

※０～127 の数字は指定不可 
  
Address は、6Byte の Hex 文字列の場合、NeuronID を

意味し、0～127 の数値は Node、それ以外の文字列（最大

6 文字）は機器名称を表します。 

8 

バッファメモリのアドレス 1000h～7D5Ch(最後にhをつけないと10進数指定すること

ができます)。空白の場合は自動的に空き領域が割り付けら

れますが、空きエリアがない場合は割り付けられません。 

また空白ではないアドレスが指定された場合でもその領域

の一部でも既に他に割り当てられているときは、この CSV

の行データの情報は廃棄され割り付けられません。 
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5.8.3. ノード診断登録用CSVファイル 

列 内容 詳細 

1 ノード番号 ノード番号で(0～62) 

2 
ノード名 機器名称を指定します。最大 6 文字 ※0〜127 の数字は指定不

可 

3 Domain ドメインを指定します。(0固定) 

4 Subnet サブネット IDを指定します。(1～255) 

5 
Address ノード ID(1～127)または、ニューロン ID(6Byte の Hex 文

字列)を指定します。 

6 Interval 診断周期を指定します。1～3,600[秒]。0は診断なし。 

 

ポイント サブネット ID、ノード ID 

サブネットID、ノードIDは、LonMakerのデバイスプロパティを参照し設定してください。 

 

 

 

5.8.4. 接続ノードアドレス情報CSVファイル 

列 内容 詳細 

1 Index 0～。登録番号。 

2 LinkAddr 

リンクアドレス情報 

[Selector]:[Domain]:[Subnet]:[Address] 
  
[Address]の書式 

(1) 6Byte の Hex 文字列 ・・・NeuronID 

(2) 数値           ・・・・Node 
  
Address は、6Byte の Hex 文字列の場合、NeuronID を

意味し、それ以外の数値は Node を表します。 
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第6章 プログラミング 
シーケンスプログラムを作成するにあたり、本ユニットを制御する流れを示します。 

シーケンスプログラムを作成するにあたっては、QCPU のマニュアルなどをよくお読みに

なり、十分な知識を持って行ってください。 

 

6.1. 起動の手順 

以下に、QCPU の電源投入またはQCPU リセットを行ったときから、通常処理を開始する

までの手順を示します。 

⚫ 電源の投入または、QCPUリセットが行われると、しばらくしてユニットレディ信号(X00)がON

します。この時点から本ユニットはQCPUより認識されます。 

⚫ 本ユニットは、初期化処理に多少の時間(「6.5(1) 性能について」参照)を必要とします。本ユニット

の初期化処理が完了するとユニットレディ2信号(X01)がONします。バッファメモリの内容は、必

ずユニットレディ2信号(X01)がONしてからアクセスしてください。 

⚫ ユニットレディ2信号(X01)がONする時は、必ずユニットレディ信号(X00)がONしています。し

たがってユニットレディ信号(X00)を監視する起動確認処理は必ずしも必要ありません。 

⚫ 初めて本ユニットをご利用になる場合は、必ず通常処理として通信を開始する前にコンフィギュレー

ション機能により設定を行ってください。設定を行わず通信を開始すると、本ユニットの状態によっ

ては、ネットワークに悪影響を与える恐れがあります。 

⚫ 本ユニットは、ユニットレディ2信号(X01)がONする前に、バッファメモリの値が初期化されま

す。 

 

ポイント ネットワーク変数の初期化 

出力ネットワーク変数は、初期値をバッファメモリに対して格納しておき、全体通信許

可信号(Y01)をON することで、起動時の初期値を決めることができます。 

入力ネットワーク変数は、明示リンクが指定されている場合に限り、全体通信許可信号

(Y01)がONになった時点で変数値を取得しにいきます。 

 

△！ 注意 

⚫ 通常処理を行う前に、バッファメモリのネットワーク変数情報エリア(1000h)にあるネットワーク変数の値を初期化もしく

は確認してください。通常通信が始まると、ネットワークとの送受信が開始されてしまうため、ネットワーク上に誤った変

数値を送信したり、バッファメモリに実際とは異なる変数値が格納されたりする場合があります。 
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(1) 起動時の信号の動き(チェックYDeviceをチェック有り状態=デフォルト) 

ユニットレディ 2 信号(X01)が ON となったのを確認してから、全体通信許可信号(Y01)を

ON とするとこでBACnet通信が開始されます。 

これにより、QCPU 内の準備が整ってから、LONWORKSネットワークとの開始することが

できます。 

 

電源

ユニットレディ信号(X00)

ユニットレディ２信号(X01)

全体通信許可信号(Y01)

コンフィギュレーション機能設定可

バッファメモリへのアクセス可

出力変数値(+2) バックアップ値 初期値

初期値の書き込み

RUN-LED

INIT.-LED

OPE.-LED

通信開始

 

 

(2) ユニットレディのシーケンスプログラム(チェックYDevice をチェック有り状態=デフォルト) 

エラー発生時の処理を考慮しなければ、ユニットレディに関するシーケンスプログラムは、

次の通りです。 

│                                             │ 

│  X1                                           │ 

├─┨┠─────────────────────────────────────(Y1  )─┤ 

│                                             │ 
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(3) 起動時の信号の動き(チェックYDeviceをチェック無し状態) 

起動後しばらくすると、オペレーショナル信号(X02)がON し、自動的にBACnet通信を開

始します。 

このため、シーケンスプログラムがなくてもLONWORKSネットワークとの通信を開始する

ことができます。 

 

電源

ユニットレディ信号(X00)

ユニットレディ２信号(X01)

バッファメモリへのアクセス可

RUN-LED

INIT.-LED

通信開始　コンフィギュレーション機能接続可

 

 

 

ポイント チェックYDevice設定 

チェック YDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])がチェック無し状

態でコンフィギュレーション機能から運転停止/再開を行うと、全体通信許可信号(Y01)

の状態に関係なく、LONWORKSネットワークとの通信を開始します。 

これはシーケンスプログラムが用意されていない状態、またはシーケンスプログラムを

STOPした状態で、コンフィギュレーション機能から運転停止/再開を行う場合に配慮し

た機能です。 

シーケンスプログラムとコンフィギュレーション機能との間で、運転停止や再開の際に連携

した処理を行う場合には、チェックYDeviceをチェック有り(=デフォルト)としてください。 
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(4) 起動時の手順 

起動確認処理

開始

QCPUの電源投入またはリセット
を行う 

ユニットレディ信号 
(X00)は 

まだ本ユニットが起動していない

OFF

この処理は省いて
もかまいません 

ユニットレディ 信号
(X01)は 

ON

まだ本ユニットは初期化完了していない

OFF

ON

コンフィギュレーション機能
設定変更する 初回起動 

通信を開始する コンフィギュレーション機能
より設定を行う 

 第5章 コンフィギ
ュレーション を参
照してください 

終了

通常処理を行う 

ネットワーク変数の初期値の代
入または確認を行う 
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6.2. 通常処理の手順 

以下に、起動が終わってから通常処理としてネットワークとの送受信を行う段階の全体像

を示します。以下は、チェックYDevice (コンフィギュレーション機能->[設定]->[モード])を

チェック(=デフォルト)した際の記述です。 

⚫ ユニットレディ2信号(X01)がONしている状態で、全体通信許可信号(Y01)をONす

ることで、LONWORKSネットワークとの通信が開始されます。 

⚫ 送受信の詳細は、次頁からを参照してください。 

⚫ コンフィギュレーション機能より、通信の一時停止および再開を指示することができ

ます。この機能をご利用になるために、ユニットレディ2信号(X01)を監視してくださ

い。ユニットレディ2信号(X01)がOFFの時は、全体通信許可信号(Y01)をOFFし通

信を停止します。また、ユニットレディ2信号(X01)がON になった時は、全体通信許

可信号(Y01)をON し通信を再開します。 

⚫ ユニットレディ信号(X00)が OFF した時や、エラー発生信号(X0F)が ON した時は、

本ユニット内でエラーが発生しています。エラーコードを確認し、適切な対処を行っ

てください。詳細は、「第7章.トラブルシューティング」を参照してください。 

 

(1) 通常処理の手順 

コンフィギュレーション機能による通信の停止と開始

開始(起動処理完了)

通信を開始する

全体通信許可信号(Y01)をONす
る 

送受信を行う

ON

OFF 全体通信許可信号(Y01)をOFF
にする 

コンフィギュレーション機能
より設定を行う 

ユニットレディ 信号
(X01)は 

エラー発生信号(X0F)は 
ON

OFF

通信をやめる 

続ける

やめる 全体通信許可信号(Y01)をOFF
にする 

終了

本章の次頁からを参照してください 

 第5章 コンフィギ
ュレーション を参
照してください 

ユニットレディ信号
(X00)は 

OFF

ON

 第7章 トラブルシューティング 
を参照してください 

エラーコードを確認し 適切
な対応を取る 
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6.3. 送信の手順 

(1) 同期モード 

変数の送信は、ユニットレディ2信号(X01)がON している状態で、バッファメモリにある

各ネットワーク変数情報(1000h)の送信制御エリア(+0)が 0001h、または、0002h 以外の時

に行うことができます。 

 

送信開始 同期モード 

ネットワーク変数情報のネットワーク変数
値(+2)へ出力値を書込む 

ネットワーク変数情報の送信制御(+0)へ
0001 を書込む 

ネットワーク変数情報
の送信制御(+0)は 

0002h

送信完了

0003h
または
0004h

 
 

(2) 非同期モード 

送信時の非同期モードはありません。 
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6.4. 受信の手順 

(1) 同期モード 

同期モードでは、バッファメモリにある各ネットワーク変数情報の受信制御エリア(+0)が

0001h 以外の時のみ、ネットワーク変数値エリア(+2)を更新します。 

受信制御エリア(+0)が0001hの時に受信した情報は、一時的に保存し、受信制御エリア(+0)

が0000h になるのを待ってネットワーク変数値エリア(+2)に格納しますが、受信制御エリア

(+0)が0000hになる前に次の値を受信した場合には、古いものを破棄してしまいます。 

 

受信制御(+0)

100

100

1 0

101

101

1

102 103 104

破棄 破棄

0

104

1
 

 

変数の受信は、ユニットレディ2信号(X01)がON している状態で、バッファメモリにある

各ネットワーク変数情報の受信制御エリア(+0)が0001h 以外の時に行うことができます。 

ネットワーク変数受信通知信号(X04)は、必ずしも監視する必要はありませんが、1 つでも

バッファエリアにあるネットワーク変数情報 (1000h)の受信制御エリア(+0)が0001hである

時は、ONしますので、受信しているネットワーク変数を取得してください。 

 

受信開始 同期モード 

ネットワーク変数情報のネットワーク変数
値(+2)の入力値を読出す 

ネットワーク変数情報の受信制御(+0)が
0001 のネットワーク変数情報を検索す
る 

OFF

ON

ネットワーク変数情報の受信制御(+0)に
0000 を書込む 

受信完了

ネットワーク変数
受信通知信号(X04)は 
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(2) 非同期モード 

非同期受信指定を行うことで非同期モードとなります。 

非同期モードでは、バッファメモリにある各ネットワーク変数情報(1000h)の受信制御エリ

ア(+0)の状態にかかわらず、変数の変化を受信するとネットワーク変数値エリア(+2)を更新

します。 

ネットワーク変数の領域が 2 ワード以上の時は、泣き別れがおきますので、注意してくだ

さい。 

 

受信制御(+0)

100

100

1 0

101

101

1

102 103 104

0

104102 103

1
 

 

変数の受信は、ユニットレディ2信号(X01)がON している状態で行うことができます。 

 

受信開始 非同期モード 

ネットワーク変数情報のネットワーク変数
値(+2)の入力値を読出す 

0000h

受信完了

ネットワーク変数情報の
受信制御(+0)は 

0000h以外

 

 

 

ポイント ルータ機能の実現 

受信した入力ネットワーク変数を出力ネットワーク変数へ送信するシーケンスプログ

ラムを作成することにより、チャンネル間でネットワーク変数を中継させることができ

ます。これにより、本ユニットでルータ機能を実現することができます。 
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6.5. 性能について 

(1) 起動時間 

使用するネットワーク変数の数により変わってきます。 

以下の計算式を目安にしてください。 

 

登録変数1CH  177点 ＋2CH  177点      約31秒 

登録変数1CH  4096点 ＋2CH  4096点      約170秒 

 

(2) 送信時間 

200点の2byte長データを連続送信出力した時間を計測 

1回目 1.838118秒 →119送信/秒(238パケット/秒) 

2回目 1.838118秒 →108送信/秒(216パケット/秒) 

3回目 1.838118秒 →108送信/秒(216パケット/秒) 

 

(3) 受信時間 

複数接続先ノードより2byte長データのNVupdateを受信し、バッファメモリに値をセッ

トするまでの時間を計測 

1回目 →121受信/秒(242パケット/秒) 

2回目 →128受信/秒(256パケット/秒) 

3回目 →122受信/秒(244パケット/秒) 

 

 

※ 処理時間は、接続先ノードの性能により変わってきます。そのため、接続先ノードの性能も含め

トラフィックおよびネットワークの設計を行ってください。一般的な目安は以下のとおりです。 

・平常時144パケット毎秒 

・ピーク時180パケット毎秒 
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第7章 トラブルシューティング 

7.1. エラーコード一覧 

本ユニットのエラーとしてバッファメモリのエラーコードエリア(0004h)に格納されるエ

ラーコードは、次の通りです。 

コード 
(10 進数) 

レベル エラー内容 対処方法 

201 低 LON オープンエラー(CH1) 
SNVT情報が壊れている可能性があります。 

(コンフィギュレーション機能による設定をやり直して

ください) 

202 低 LON オープンエラー(CH2) 

211 低 LON クローズエラー(CH1) 

212 低 LON クローズエラー(CH2) 

221 低 LON 書込みエラー(CH1) 本ユニットに接続しているノードの仕様を確認して正し

いノードを接続してください。 

(定周期送受信処理による異常時には本エラーとはなり

ません) 

222 低 LON 書込みエラー(CH2) 

260 低 SNVT 情報流し込みエラー SNVT情報が壊れている可能性があります。 

(コンフィギュレーション機能による設定をやり直して

ください) 
261 低 

SNVT 情報セ ッ ト エ ラ ー

(CH1) 

262 低 
SNVT 情報セ ッ ト エ ラ ー

(CH2) 
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7.2. コンフィギュレーション機能についてのトラブル 

コンフィギュレーション機能より行う各種設定によって、本ユニットはコンフィギュレーション

機能を通じてエラーメッセージを出します。 

エラーの詳細およびエラーに対する対処は、エラーメッセージを参考にしてください。 

一部Web画面の項目やボタンは本ユニットの運転状態に応じて表示や有効化がされない場

合があります。実行したい機能が表示・有効化されていない場合、本ユニットの運転状態を

切り替えてください。 

  

7.3. IPアドレス／ユーザ情報のクリア 

IP アドレスまたはパスワードを忘れてしまった場合には、「IP アドレス／ユーザ初期化起動モ

ード」によって、IPアドレスとパスワードを消去し、出荷時の設定に戻すことができます。 

出荷時の設定は、「5.2.本ユニットとパソコンを接続する」を参照してください。 

IPアドレス／ユーザ初期化起動モードとする方法は、「4.4.Q インテリジェント機能ユニッ

トのスイッチ設定」を参照してください。 

IP アドレス／ユーザ初期化起動モードによって IP アドレスとパスワードの消去を確認し、

変更した後は、必ず「通常使用モードでの起動」に戻してください。 

「IPアドレス／ユーザ初期化モード」ではなく「初期化起動モード」で起動すると、IPア

ドレスやパスワード以外の、本ユニットすべての設定が消去されます。 

 

△！ 注意 

⚫ アドレスやパスワードの変更を行うと、本ユニットに対する不正アクセスの防止が可能となります。本ユニットのアドレス

やパスワードは、システム管理者の責任の元で適度に変更し、厳重に管理してください。 
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7.4. Edge（InternetExplorerモード）への切り替え手順 

Microsoft 社のサポート終了後も、InternetExplorer は設定用ブラウザとしてご利用可能です。本作業は、

主に現場などで稼働中の機器の設定変更を行う際、InternetExplorer が使用できない場合を想定したご案内

となりますので、お客様のご状況に合わせてブラウザの切り替えを行ってください。 

 

※以下は、BAQ08Vでの設定を例としています。他製品の場合においても同様の手順となります。 

(1) Edge を開く 

(2) 画面右上の［…］から［  設定］を開く 

(3) ［既定のブラウザー］を選択 

(4) Internet Explorerモードでサイトの再読み込みを［許可］にする 

(5) ［再起動］を押す 

(6) 再起動したEdgeの検索バーに、設定用Webページのアドレスを入力する 

 

 

※上記は初期（出荷時）のアドレスです。お客様にて使用されているアドレスを入力してください。 

 

(7) ご利用中のユーザ名とパスワードを入力してサインイン 

③ 
④ 

⑤ 
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(8) 画面右上の［…］から「Internet Explorer モードで再読み込みする」を選択 

(9) 再度、設定用Webページにサインインする 

(10) 下記のポップアップが出るので［完了］を押す 

※［次回、このページを Internet Explorerモードで開く］を選択しておくことで 

次回以降のサインイン時に⑧の作業を省くことができます。 

 

(11) Internet Explorerモードになっていることを確認 

⑧ 

⑧ 
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第8章 付録 

8.1. 保証について 

ご使用に際しましては、以下の製品保証内容をご確認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

(1) 無償保証期間と無償保証範囲 

無償保証期間中に、製品に当社側の責任による故障や瑕疵（以下併せて「故障」と呼びます）が発生した場合、

お買い上げいただきました販売店またはサービス会社を通じて、無償で製品を交換させていただきます。 

※出張でのソフトウェア改修（バージョンアップ対応）が必要な場合は、ご相談ください。なお、お客様にて製

品の修理や対策を行った場合は、保証の対象外となります。 

（弊社からの指定により、お客様にてバージョンアップ対応を行った場合を除きます。） 

 

【無償保証期間】 

製品の無償保証期間は、納入後 1年間とさせていただきます。また、交換品・改修品の無償保証期間は、交換・

改修前の無償保証期間を超えて長くなることはありません。 

 

【無償保証範囲】 

使用状態、使用方法および使用環境などが、マニュアル、製品本体注意ラベルなどに記載された条件、注意事項

などにしたがった正常な状態で使用されている場合に限定させていただきます。 

 

(2) 無償保証適用外事由 

無償保証期間内であっても、以下の場合には有償交換とさせていただきます。 

 お客様における不適切な保管や取扱い、不注意、過失などにより生じた故障およびお客様のハードウェアま

たはソフトウェア設計内容に起因した故障。 

 お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。 

 当社製品がお客様の機器に組み込まれて使用された場合、お客様の機器が受けている法的規制による安全装

置または業界の通念上備えられているべきと判断される機能・構造などを備えていれば回避できたと認めら

れる故障。 

 取扱説明書などに指定された消耗部品が正常に保守・交換されていれば防げたと認められる故障。 

 火災、異常電圧などの不可抗力による外部要因および地震、雷、風水害などの天変地異による故障。 

 当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。 

 その他、当社の責任外の場合またはお客様が当社責任外と認めた故障。 

 

(3) 生産中止後の有償修理期間 

当社が有償にて製品の改修を受け付けることができる期間は、その製品の生産中止後3年間です。生産中止に関

しましては、当社ホームページなどにて報じさせていただきます。 

生産中止後の製品供給（補用品も含む）はできません。 

 

(4) 海外でのサービス 

海外においては、当社のサポート対象外となります。 

 

(5) 機会損失、二次損失などへの保証責務の除外 

無償保証期間の内外を問わず、当社の責に帰すことができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因する

お客様での機会損失、逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、二次損害、事故補償、

当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償については、当社は責任を負いかねます。 

 

(6) 製品仕様の変更 

マニュアルに記載されている仕様は、お断りなしに変更される場合がありますので、あらかじめご承知おき下さ

い。 
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(7) 製品の適用について 

本製品および他システムに故障・不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途であること、およ

び故障・不具合発生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部でシステム的に実施されていることを、

ご使用の条件とさせていただきます。 

本製品は、一般建物、工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されています。したがいまして、

各電力会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大きい用途や、鉄道会社殿および防

衛庁殿向けの用途などで、特別品質保証体制をご要求になる用途には、本製品の適用を除外させていただきます。 

ただし、これらの用途であっても、用途を限定して特別な品質をご要求されないことをお客様にご承認いただい

た場合には、適用可能とさせていただきます。 

また、航空、医療、鉄道、燃焼・燃料装置、有人搬送装置、娯楽機械、安全機械など人命や財産に大きな影響が

予測され、安全面や制御システムに特に高信頼性が要求される用途へのご使用をご検討いただいている場合には、

当社窓口へご相談いただき、必要な仕様書の取り交わしなどをさせていただきます。 
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8.2. サポートについて 

本製品は、お買い上げいただきました販売店またはサービス会社を通じ、 

株式会社ユニテックまでお問い合わせいただけますようお願い申し上げます。 

 

 

 対応時間帯 

 

平日(祝祭日、2月19日、および夏季、年末年始など当社の休日は除く) 

9:00～12:00 13:00～16:00 

株式会社ユニテック サポート窓口 

〒493-0006 愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り24番地 

  

 E-MAILによるお問い合わせ 

 
必要事項を記載し、お問い合わせください。 

メールアドレス：sales@uni-tec.co.jp 

  

 電話によるお問い合わせ 

 

電話番号：0586-87-7819 

・正確な情報を伝達し合うため、Eメールをご利用いただけますようお願いいたします。 

・技術的なお問い合わせは、電話での対応をお断りすることがありますので、ご了承ください。 

  

 製品に関する情報につきまして 

 
最新情報などは以下のURLからご確認ください。 

【URL】https://www.uni-tec.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.uni-tec.co.jp/
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改定履歴 

 

本書によって、工業所有権その他の権利の実施に対する保証、または実施権を許諾するものではありません。ま

た本書の掲載内容の使用により起因する工業所有権上の諸問題については、三菱電機株式会社および株式会社ユ

ニテックは、一切その責任を負うことができません。 

○c  2024 Unitec Corp. 

 

改定日付 改定内容 副番 

2024年03月01日 初版(Ver1.3.0用として発行) ― 

   


	は   じ   め   に
	■ 安全上のご注意 ■
	目      次
	第1章 概要
	1.1. 特長
	(1) 2チャンネル装備
	(2) 送信処理機能、受信処理機能
	(3) 定期送受信機能
	(4) 明示リンク機能
	(5) ノード診断機能
	(6) コンフィギュレーション機能
	(7) XIF生成/読み込み機能
	(8) バックアップ・リストア機能
	(9) ニューロンチップFT5000を実装

	1.2. 外形寸法図
	1.3. 付属品
	1.4. ご用意いただく物
	1.5. MELSEC-Qシリーズ対応BLQ08W形との相違点

	第2章 システム構成
	2.1. 適用システム
	(1) 適用CPUユニット
	(2) 装着可能枚数
	(3) 装着スロット
	(4) 対応ソフトウェアパッケージ

	2.2. システム構成例図
	2.3. LONWORKSノードの接続可能機種

	第3章 仕様
	3.1. 一般仕様
	(1) BLQ08WS性能仕様
	(2) 使用環境条件
	(3) LONWORKSネットワーク通信性能仕様
	(4) コンフィギュレーション通信性能仕様

	3.2. BLQ08WSの機能
	3.3. Qインテリジェント機能
	3.4. シーケンサCPUに対する入出力信号
	3.4.1. 入出力信号一覧
	3.4.2. 入力信号の詳細
	3.4.3. 出力信号の詳細

	3.5. バッファメモリ
	3.5.1. バッファメモリの割付け概要
	3.5.2. バージョン
	3.5.3. エラーコード
	3.5.4. IPアドレス
	3.5.5. ノード診断状態表示
	(1) ビットに対するノード番号

	3.5.6. ネットワーク変数情報の1ブロックの構造
	(1) 出力ネットワーク変数の時のネットワーク変数情報
	(2) 入力ネットワーク変数の時のネットワーク変数情報
	(3) ネットワーク変数値の詳細

	3.5.7. ネットワーク変数情報の格納形式

	3.6. LONWORKSネットワーク変数

	第4章 運転までの設定と手順
	4.1. 取扱い上の注意事項
	4.1.1. BLQ08WSの取扱い
	(1) 本体ケース、コネクタの落下や、強い衝撃を与えないようにしてください。
	(2) ユニットのプリント基板はケースからはずさないでください。故障の原因となります。
	(3) ユニット内に配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障、誤動作の原因になります。
	(4) ユニットの取付けネジは、下記の規定トルクで締め付けるようにしてください。締付けが緩いと短絡、故障、誤動作の原因になります。
	(5) ユニットをベースユニットに装着するときは、必ずユニット固定用突起をベースユニットの固定穴に確実に挿入してから装着してください。ユニットが正しく装着されていないと誤動作、故障、落下の原因になります。

	4.1.2. LONWORKSネットワークとの接続
	(1) 本ユニットに向かってコネクタ上側が1チャンネル、下側が2チャンネル目のネットワークです。
	(2) 万が一、ネットワークコネクタを紛失もしくは破損した場合は、必ず当社より正規のネットワークコネクタをご購入いただきご使用ください。
	(3) ネットワークコネクタは、突起部分を外すことができます。両端の固定ネジを緩め、本ユニットを軽く押さえながら引き抜いてください。脱落防止のため付属の配線用コネクタとは、ネジで固定してください。
	(4) 装着するときは方向に注意し、本ユニットを軽く支えながら、最後までしっかり装着してください。
	(5) ネットワークコネクタは、逆向きには装着できません。装着できないときは、ムリをせず、方向や異物の混入などがないか確認してください。
	(6) ネットワークコネクタへの配線は、極性を意識する必要はありません。
	(7) ネットワーク上には、必ず終端をつけてください。
	(8) 耐ノイズ性向上のためFG端子が用意されていますので、シールド付ツイストペアケーブルケーブルの配線を推奨します。

	4.1.3. RJ45コネクタ
	(1) RJ45コネクタへは、市販品のLANケーブルをご利用ください。
	(2) RJ45コネクタの装脱着は、本ユニットを軽く押さえながら行ってください。


	4.2. 運転までの設定と手順
	4.3. 各部の名称
	4.3.1. BLQ08WS本体
	(1) 本ユニットの外観
	(2) ユニットLED表示

	4.3.2. LONWORKSネットワーク
	(1) LONWORKSネットワークコネクタ
	(2) LONWORKS ネットワークサービスLEDタイプスイッチ

	4.3.3. RJ45コネクタ

	4.4. Qインテリジェント機能ユニットのスイッチ設定

	第5章 コンフィギュレーション
	5.1. 動作環境
	(1) ご利用上の注意
	(2) Webブラウザ
	(3) パソコンの設定
	(4) LANケーブルの接続

	5.2. 本ユニットとパソコンを接続する
	(1) パソコンのネットワーク設定
	(2) パソコンからの接続

	5.3. コンフィギュレーション機能の表示
	5.4. コンフィギュレーション機能一覧
	5.5. LonWorks通信画面
	5.5.1. ネットワーク変数一覧画面
	5.5.2. SNVT変更画面
	5.5.3. 診断ノード画面
	5.5.4. 通信ログ画面

	5.6. 設定画面
	5.6.1. FunctionBlock一覧画面
	5.6.2. FunctionBlock編集画面
	5.6.3. ネットワーク変数設定画面
	5.6.4. ネットワーク変数編集画面
	5.6.5. 明示リンク追加画面
	5.6.6.  診断ノード一覧画面
	5.6.7. 診断ノード編集画面
	5.6.8. 自ノード情報画面
	5.6.9. 通信パラメータ設定画面
	5.6.10. ProgramID設定画面
	5.6.11. ユーザ一覧画面
	5.6.12. ユーザ設定画面
	5.6.13. LAN設定画面
	5.6.14. モード設定画面

	5.7. メンテナンス
	5.7.1. メンテナンス画面
	5.7.2. メッセージログ画面
	(1) メッセージログの内容

	5.7.3. 停止・再開画面
	5.7.4. バックアップ・リストア画面
	5.7.5. 再起動画面(Ver1.1.3以降)
	5.7.6. 接続先ノード情報画面

	5.8. CSVファイル
	5.8.1. FunctionBlock登録用CSVファイル
	5.8.2. ネットワーク変数登録用CSVファイル
	5.8.3. ノード診断登録用CSVファイル
	5.8.4. 接続ノードアドレス情報CSVファイル


	第6章 プログラミング
	6.1. 起動の手順
	(1) 起動時の信号の動き(チェックYDeviceをチェック有り状態=デフォルト)
	(2) ユニットレディのシーケンスプログラム(チェックYDeviceをチェック有り状態=デフォルト)
	(3) 起動時の信号の動き(チェックYDeviceをチェック無し状態)
	(4) 起動時の手順

	6.2. 通常処理の手順
	(1) 通常処理の手順

	6.3. 送信の手順
	(1) 同期モード
	(2) 非同期モード

	6.4. 受信の手順
	(1) 同期モード
	(2) 非同期モード

	6.5. 性能について
	(1) 起動時間
	(2) 送信時間
	(3) 受信時間


	第7章 トラブルシューティング
	7.1. エラーコード一覧
	7.2. コンフィギュレーション機能についてのトラブル
	7.3. IPアドレス／ユーザ情報のクリア
	7.4. Edge（InternetExplorerモード）への切り替え手順

	第8章  付録
	8.1. 保証について
	(1) 無償保証期間と無償保証範囲
	(2) 無償保証適用外事由
	(3) 生産中止後の有償修理期間
	(4) 海外でのサービス
	(5) 機会損失、二次損失などへの保証責務の除外
	(6) 製品仕様の変更
	(7) 製品の適用について

	8.2. サポートについて
	改定履歴



